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12
月
９
日
（
日
）、
子
ど
も
、
若
者
、
大

人
が
世
代
を
超
え
て
交
流
し
、
語
り
合
い
、

学
び
合
う
場
と
し
て
「
つ
な
が
る
！
雲
南

チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
１
８
」
を
三
刀
屋
文
化
体

育
館
ア
ス
パ
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
市
内
で
実
践
さ
れ
て

い
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
世

代
を
超
え
て
学
び
合
い
な
が
ら
、
地
域
課
題

の
解
決
に
向
け
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
さ
ら
に
進

め
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
の
市
民
、

関
係
者
ら
約
２
０
０
人
が
会
場
に
集
ま
り
、

活
動
事
例
の
紹
介
や
、
テ
ー
マ
別
に
分
か
れ

て
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
冒
頭
に
は
、
龍
谷
大
学
政
策
学
部
（
京
都

市
）
の
深ふ
か

尾お

昌ま
さ

峰た
か

准
教
授
よ
り
、「
地
域
が

地
域
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
」
と
題
し
て

基
調
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
よ
り
良

い
地
域
を
維
持
・
発
展
し
て
い
く
た
め
に

は
〝
変
人
〟

（
変
え
る
人

＝
チ
ャ
レ
ン

ジ
ャ
ー
）
が

必
要
。
雲
南

市
に
は
こ
の

〝
変
人
〟
が

た
く
さ
ん
い

る
か
ら
魅
力

的
な
ん
で

す
」
と
い
う

言
葉
が
印
象

的
で
し
た
。

　
続
い
て
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン

ト
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
ズ
ピ
ッ
チ
」
で
は
、

高
校
生
か
ら
大
人
ま
で
の
発
表
者
30
人
が
６

つ
の
ブ
ー
ス
に
分
か
れ
、
日
ご
ろ
の
取
り
組

み
を
発
表
し
、
ブ
ー
ス
を
訪
れ
た
人
か
ら
質

問
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま
し
た
。

　
午
後
は
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
円
卓
会
議
」
と
題

し
、
テ
ー
マ
ご
と
に
参
加
者
が
ブ
ー
ス
に
分

か
れ
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
、
会
場
は
非

常
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

つ
な
が
る
！
雲
南
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
１
８

を
開
催
し
ま
し
た
！

▲深尾准教授の基調講演

同時開催同時開催
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　小物づくりやアート体験ができる“ワークショップ”や、フードブースではパンやスープなど当日限定のス
ペシャルメニューもあり、子どもも大人も楽しいイベントとなりました。
　また、スペシャルゲストとしてシンガーソングライターの比嘉まりこさんによるミニライブも行われ、比嘉
さんの柔らかな歌声に会場が包まれました。

シンガ
ー

ソング
ライタ

ー

比
ひ 嘉
が まりこ

さんに
よる

ミニラ
イブ

NPO法人おっちラボ

　柿
かきのき

木 守
まもる

 さん
同志社大学

　橋
はし

本
もと

侑
ゆう

介
すけ

 さん

株式会社吉田ふるさと村

　高
たか

岡
おか

裕
ゆう

司
じ

 社長
大東高校　新

にっ
田
た

芽
め

映
ばえ

 さん

雲南スペシャル
チャレンジを活用した

留学体験と次のチャレンジに
ついて コミュニティ

ナースの
活動について

市内でのインターンと
社会課題解決のための
ソーシャルマーケティン

グ
について

地域産業の振興と雇用の
場の創出・交流人口の

拡大から
定住をめざして

▲ワークショップの様子 ▲フードブースの様子



うんなん 日 和
まちの話題を
紹介します

雲子ちゃん
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▲子どもたちを指導する糸原選手 ▲糸原選手にお礼のあいさつをする雲南ブレーブス林
はやし

 晃
こう

平
へい

主将

　トップアスリートと『夢発見』野球教室が大東公園
体育館で同実行委員会（委員長　石

いし

飛
とび

 啓
けい

さん）の主
催により開催され、市内のスポーツ少年団などから約
230人が参加しました。
　本教室には、大東町出身で阪神タイガースで活躍さ
れている糸

いと

原
はら

健
けん

斗
と

選手を招き、子どもたちは現役のプ

トップアスリートと『夢発見』野球教室12 16/
日

ロ野球選手から野球の指導を受けま
した。
　糸原選手は「プロで活躍して雲南市の子どもたちに
夢を与えられるように頑張っていきたい。子どもたち
には一生懸命練習してプロになり、一緒にプレーでき
たら嬉しい」と語られました。

　雲南たたらシンポジウムを雲南市たたらプロジェク
ト会議（会長 速

はや

水
み

雄
ゆう

一
いち

市長 ) の主催により加茂文化
ホール ラメールで開催し、市内外から約130人が参
加しました。
　このシンポジウムは、本市のたたら資源・文化の魅
力と価値を多様な世代の市民に共有してもらうととも
に、今後これらを地域振興に役立てていくために、ど
のような切口や取り組みが重要になるのかを考えるた
めに行いました。
　島根県教育庁埋蔵文化財調査センターの角

かく

田
だ

徳
のり

幸
ゆき

課
長や松江市歴史まちづくり部史料編纂課の稲

いな

田
た

 信
まこと

課
長からは、市内に残るたたら資源・文化と市民による
掘り起しの取り組みなどが紹介され、三刀屋高校未来
創造探究たたら探究班の生徒４人からは、「鉧

けら

でバッ
トを作製し、インターハイに出場してたたらを広めた
い」とのアイデアの提案が発表されました。
　また、スターツ出版株式会社の松

まつ

山
やま

貴
たか

彦
ひこ

さんは、女

雲南たたらシンポジウム12 16/
日

性に向けた観光振興に「たたら文化」
が有効であるとの紹介や、富士通株式会社ネットワー
クビジネス戦略室の関

せき

口
ぐち

 隆
たかし

さんからは、地域社会を
持続させてきた「たたら文化」が教育等の素材として
極めて有効であることを述べられました。
　さらに、株式会社田部の田

た な べ

部長
ちょ

右
う

衛
え

門
もん

代表取締役社
長による講演を行い、「玉鋼を用いた包丁などに高付
加価値を付けて売り込み、観光振興や地域振興を行っ
ていく」と意欲
を示され、最後
に速水会長から

「たたら文化や
資源を活用し、
市の発展につな
げていく」と決
意 を 述 べ ま し
た。 ▲講演をする田部社長
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▲あいさつをする錦織会長

　平成30年度雲南市ブランド米振興大会が雲南市水
田農業担い手協議会（会長 錦

にしこおり

織 満
みつる

さん）の主催によ
り三刀屋交流センターで開催されました。
　市では、平成28年産よりブランド米に対する取り
組みを開始し、３年目を迎えた平成30年産はこれま
での取組状況から田植えの時期の見直し、施肥量の見
直しなどを行ってきました。その結果、一等米比率で
は、93.7%、たたら焔米認定率は30.0%と過去２年
を上回る結果となりました。
　大会では、雲南市プレミアムつや姫「たたら焔

ほむら

米
まい

」
の生産において優秀な成績を収め、雲南市ブランド米
の向上発展普及に寄与したとして、優良生産者に田

た

中
なか

政
まさ

明
あき

さん（大東町）、石
いし

原
はら

公
きみ

夫
お

さん（三刀屋町）、農事
組合法人 神

かん

宝
だから

（代表理事 岸
きし

本
もと

邦
くに

夫
お

さん：加茂町）が
選ばれました。
　また、最も優れたタンパク値および品質の「たたら

雲南市ブランド米振興大会12 18/
火

焔米」を出荷された石原さんには
雲南市長杯が、優れた品質、また出荷量を重視して総
合的にたたら焔米の振興に貢献された農事組合法人 
神宝にＪＡしまね雲南地区本部長杯が贈られました。

▲「クリスマスカードづくり」や「オーナメントづくり」の様子

　チェリヴァシアター「クリスマスの休日－映画と
アートとマルシェ」が UNNAN アートスタート実行
委員会（委員長 須

す

藤
とう

和
かず

裕
ひろ

さん）の主催により木次経
済文化会館チェリヴァホールで開催され、約600人の
来場者でにぎわいました。
　会場では、UNNAN アートスタートによるクリス
マスにちなんだ「クリスマスカードづくり」や「オー
ナメントづくり」を行い、体を動かせる「あそびのひ

クリスマスの休日
－映画とアートとマルシェ－

12 23/
日

ろば」、リズムに乗せてお話の冒険
に出掛ける「おとのひろば」などたくさんの子どもた
ちが参加してくれました。
　また、マルシェではおやつやスープ、クリスマスに
ちなんだ雑貨などが並びました。
　映画「こまねこ」シリーズを４本上演し、映画を見
た子どもたちは、クリスマスツリーに飾り付けをしま
した。

▲うんなん元気っ子わくわく教室「チェリヴァシアタースタッフ
になろう！」の参加者たち
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　平成31年雲南市民賀詞交歓会を木次経済文化会館チェリヴァホールで行い、地元選出の県議
会議員、関係者、市民など約120人が出席し、新年を祝いました。
　交歓会では、昨年叙勲の栄に浴された方々の披露や、雲南市功労表彰ならびに雲南市長感謝状の贈呈を行いました。
　また、市制施行10周年を記念して作った雲南市の歌を出席者全員で斉唱し、今年１年の雲南市のさらなる発展
を祈念しました。

雲南市民賀詞交歓会１ ４/
金

 雲南市功労表彰 
●スポーツ推進委員協議会会長として永きにわたり
尽力いただきました

　　加
か

藤
とう

　勇
いさむ

さん（三刀屋町）
●駅伝大会を通して体育の振興に永きにわたり尽力
いただきました

　　湯村ジョギングコース駅伝大会実行委員会（木次町）
●読書活動を通して教育の振興に永きにわたり尽力
いただきました

　　入間えんがわ文庫（掛合町）
●市内小学校の学校薬剤師として永きにわたり尽力
いただきました

　　筒
つつ

井
い

和
かず

子
こ

さん（大東町）
●見守り活動を通して防犯の推進に永きにわたり尽
力いただきました

　　下熊谷の子どもを事件から守る会（木次町）

▲狭長神社に参拝する参加者たち▲掛合体育館前をスタートする参加者たち

第４３回掛合町元旦マラソン

　毎年恒例の掛合町元旦マラソンが雲南市体育協会掛
合支部（支部長 渡

わた

辺
なべ

重
しげ

光
みつ

さん）の主催で行われ、今
回で43回目の開催となりました。
　参加者たちは、掛合体育館前をスタートし３km・
１km のコースを選択してゴールの狭

さ

長
なが

神社（掛合町
掛合）まで走りました。

　年によっては風雪や積雪に悩まされま
すが、今年は天候に左右されることなく全員無事に完
走されました。
　ゴールの後は狭長神社にそろって参拝し、新たな年
への祈願を行いました。

７

１ １/
火

▲雲南市功労表彰

●樋門操作員として水害の防護に永きにわたり尽力
いただきました

　　藤
ふじ

原
はら

 孝
たかし

さん（木次町）

 雲南市長感謝状 
●地域自主組織連絡協議会会長として住民との協働
のまちづくりに尽力いただきました

　　金
かな

山
やま

壽
とし

忠
ただ

さん（木次町）
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地
元
山
陰
中
央
新
報
紙
の
１
月
10
日
の
「
明
窓
」
欄
で
、
雲
南
市
が
県
内
８
市
の

中
で
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
で
ト
ッ
プ
と
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　
生
活
環
境
や
仕
事
な
ど
身
の
回
り
の
指
標
を
用
い
て
、
幸
福
度
に
つ
い
て
客
観
的

に
分
野
ご
と
に
55
項
目
の
数
値
を
積
み
上
げ
た
結
果
だ
そ
う
で
す
。

　
雲
南
市
が
高
得
点
を
得
た
の
は
、「
三
世
代
同
居
率
、
兄
弟
の
数
、
若
者
の
失
業

率
の
低
さ
、
働
く
高
齢
者
の
多
さ
、
女
性
の
平
均
寿
命
が
最
も
長
い
、
伝
統
的
な
祭

り
や
文
化
芸
能
の
保
存
活
動
、
高
齢
者
へ
の
福
祉
活
動
が
盛
ん
、
家
族
や
地
域
の
結

び
付
き
が
強
く
、
老
い
も
若
き
も
働
き
者
が
多
い
、
人
口
は
減
り
高
齢
化
も
進
ん
で

い
る
が
、
行
政
と
住
民
を
つ
な
ぐ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
力
が
存
在
す
る
」
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
加
え
て
、「
松
江
市
と
出
雲
市
に
挟
ま
れ
た
雲
南
市
に
と
っ
て
県
内
２
強
の
両
隣

は
人
口
流
出
先
と
な
っ
て
勤
務
先
と
し
て
昼
間
人
口
も
さ
ら
わ
れ
て
い
る
が
、
あ
え

て
自
治
体
の
括
り
に
拘
る
必
要
は
な
い
の
で
は
な
い
か
、
松
江
や
出
雲
で
働
き
な
が

ら
、
雲
南
市
で
疲
れ
を
癒
す
、
地
域
の
協
働
の
支
え
も
心
強
い
。
職
住
の
オ
ン
と
オ

フ
の
切
り
替
え
至
便
も
『
幸
運
な
ん
で
す
』」
と
さ
え
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
記
事
を
目
に
し
て
大
変
あ
り
が
た
く
思
い
ま
し
た
が
、
喜
ん
で
ば
か
り
は
い

ら
れ
ま
せ
ん
。
超
高
齢
化
社
会
故
の
逓
増
す
る
自
然
減
、
ま
た
特
に
若
者
の
社
会
減

は
、
雲
南
市
の
中
心
部
と
周
辺
部
の
賑
わ
い
の
差
を
も
た
ら
し
、
ひ
い
て
は
雲
南
市

の
一
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
の
市
民
と
行
政
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
自
主
組
織
を
中

心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
参
加
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
全
国
に
先
駆
け
た
コ
ミ
ケ
ア
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ナ
ー
ス
な
ど
若
者
の
積
極
的
な
参
加
に

よ
る
、
中
山
間
地
域
の
雲
南
市
の
地
域
包
括
ケ

ア
体
制
の
構
築
は
、
地
方
創
生
の
ま
さ
に
見
え

る
化
で
す
。

　
雲
南
市
の
ど
こ
に
住
も
う
と
、
自
ら
が
生

ま
れ
育
ち
住
ん
で
い
る
地
域
に
愛
着
、
誇
り
、

自
信
を
持
て
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
に
は
、
地
域
の
子
ど
も
と
し
て
育
ち
、
若
者

と
な
り
、
地
域
の
担
い
手
と
な
る
た
め
の
取
り

組
み
の
連
鎖
が
絶
対
必
要
条
件
で
す
。

生
ま
れ
、
育
ち
、
住
む
地
域
に

　愛
着
、
誇
り
、
自
信
を
持
っ
て
、

あ
ら
ゆ
る
世
代
が
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
を

市長
コラム

▲訪問看護ステーション コミケアの皆さん

新春を飾る消防出初式

　雲南市消防出初式を三刀屋文化体育館アスパルで開
催し、多数の来賓を迎え妹

せの

尾
お

憲
けん

壽
じゅ

団長以下1,216人の
消防団員が参加しました。
　式典では、速水市長が「団員の皆様には生業の傍ら
消防団の任務に就いていただいていることに改めて敬
意を表すとともに、感謝を申し上げる。市としても、
これまでにも増して消防団活動が円滑に行えるよう最
大限の努力をしていく」と式辞を述べ、消防庁長官表
彰などの表彰が行われました。

　最後に妹尾団長が「近年、全国各地
で発生した災害からも、災害時における消防団の果た
す役割の重要性が再確認されている。今年も住民の皆
様の激励、各事業所の協力もいただき、『安全で安心
なまちづくり』、『無火災のまちづくり』を目標に心を
一つにし、汗を流したい」と訓示しました。
　式典後には、三刀屋川河川敷で「放水はじめ」の合
図で一斉放水を行いました。

１ 13/
日

▲訓示する妹尾団長 ▲式典の様子
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雲
南
病
院
だ
よ
り

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ

で
さ
え
感
染
力
が
強
力
な
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
。
家
族
１
人
で
も

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
な
る
と
一
気
に
家
族
全
員
が
感
染
す
る
危

険
性
が
高
ま
り
ま
す
。
ま
ず
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
理
解
し
、

そ
し
て
家
族
全
員
で
正
し
く
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

インフルエンザの基礎知識
◦インフルエンザウイルスを病原とする気道感染症です。
◦注意すべきはＡ型とＢ型で、集団感染や流行を引き起こします。
◦潜伏期間１～４日（平均２日）。発熱、頭痛、全身倦怠感、筋肉痛、
関節痛、咽頭痛、咳や鼻汁などの上気道炎症が、約１週間の経
過で軽快します。
◦周囲への感染期間は症状出現から発症後７日程度。最も感染力
が強いのは発症初期の３日間です。
◦感染した人の咳やくしゃみでウイルスが拡散され、その飛

しぶき
沫を

吸い込むことにより感染します（飛
ひ

沫
まつ

感染）。また、ウイルス
が付着したところに触れた手で、顔面（目や口、鼻）の粘膜表
面を触ることでも感染します（接触感染）。

ワクチンの接種
　流行期に入る前にワクチンを接種す
ることで、インフルエンザの発症をあ
る程度抑えることができま
す。また、重篤な合併症を予
防し健康被害を最小限にする
効果があります。

栄養と休養
　日ごろから栄養のあるものをバラン
スよく食べて、疲れを
残さないように十分な
睡眠をとり、免疫力を
落とさないようにする
ことが重要です。

（外出時）
マスクをつける
◦鼻と口をしっかり
覆い、隙間がない
ように着用するこ
とがポイント！
◦マスクの表面にはインフルエン
ザウイルスが付着している可能
性があるため、マスクを外すと
きはマスクの表面を触らないよ
うにゴム紐を持って外しましょう。

小まめに手を洗う
◦手すりやドアノブなど人がたくさ
ん触るところにはインフルエン
ザウイルスが付着している可能
性があります。スーパーやショッ
ピングモールの入り口などに設
置してある手指消毒アルコール
製剤を有効に使用しましょう。　
◦帰宅したら、流水と石けんで手
をまんべんなく洗いましょう。

インフルエンザにかかってしまったら
『咳エチケット』を行う
◦自分から感染が広がるのを防ぐために、咳やくしゃみが他人に直接かからないよ
うにすることを咳エチケットと言います。
◦インフルエンザの人がマスクを着用し咳エチケットを行うことで、周囲への感染
がかなり減少します。
◦インフルエンザにかかったかもしれないときは、咳エチケットを行い、マスクを
着用し医療機関を受診しましょう。
◦インフルエンザの検査は発症から概ね12時間以上経っていないと、正確な診断
ができません。夜中に急に発熱したからと言って、急いで医療機関を受診する必
要はありませんので、まずは電話で相談ください。

（自宅）
温度（21℃以上）と湿度（50～60％）を調整する
◦インフルエンザウイルスは高温多湿の環境では生存しに
くいと言われています。
寒い時期でも時々換気する
◦換気をして汚れた空気と新鮮な空気を入れ替えましょう。
掃除でダニ、ホコリを除去する
◦ダニやホコリにウイルスが付着している場合があります
ので掃除でキレイにしましょう。
◦また、人がよく触るところ（ドアノブ、手すり、テレビのリ
モコン等）を拭き掃除用洗剤等を用いてキレイにします。

　　　　インフルエンザに感染してからでは遅い！
　　　　家族でできる予防と対策とは…

家
族
で
取
り
組
む
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

①くしゃみが出そうになった
ら、ティッシュなどで鼻と口
を押さえましょう。
　ティッシュなどがない場合
は、手ではなく周囲に触れに
くい曲げたひじの内側などで
押さえます。

②周りの人から顔を背け、
２ｍくらい離れます。

③使用後のティッシュなどは
すぐにゴミ箱に捨て、手を
洗いましょう。

『インフルエンザに伴う面会制限について』
　１月９日より当面の間、面会はご家族の方のみに制限しています。入院患者さんをお守りするため面会時は
マスクの着用と手指消毒をお願いします。
※面会許可証が必要です。スタッフルームで手続きください。

飛
ひ
沫
まつ
感染 接触感染
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臨床工学技士という職業を選んだきっかけは？
　元々医療系の職に就こうと考えていたところ、高校の
担任に紹介され興味を持ったのがきっかけです。当時は
まだどんな仕事をするのか全く分からなかったので滅多
に行かなかった図書室で調べたのを覚えています。なじ
みがなくマイナーな職種ですが、仕事内容が分かってく
るとますます興味を持つようになりました。どこの学校
の何科にいけばいいのかも全く分からない状況でした
が、我ながら良い進路を選んだなと思います。

雲南病院で働こうと思った理由は？
　学校を卒業してから少しの間は他の病院に就職してい
ましたが、ある程度どこでも通用するだけのキャリアを
身につけることができたので違う環境で仕事がしたいと
考えるようになり、地元の医療にこれまでのキャリアを
役立てたいと思いました。

どんな仕事をしていますか？
　臨床工学技士の業務は、ＭＥ機器（輸液・シリンジ
ポンプ・人工呼吸等）の操作、保守・点検、管理をし
ています。また、医療機器安全管理責任者として院内
の医療安全管理委員会やカンファレンスにも参加して
おり、以前は手術室での機械操作などもしていました。
　透析センターでは、患者さんの移乗や血圧測定、機
械操作、透析用留

りゅう

置
ち

針
しん

の穿
せん

刺
し

、時にはエコーを使った
りシーツ交換をしたりと、ほとんどの業務を看護師と
協力して行っています。

雲南市立病院で働いてみての感想は？
　雲南市の人たちは皆さん優しいですね。知ら
ない人でもあいさつし合えるというのは素晴ら
しいことだと思います。人と人とのつながりを
実感できるだけでも雲南市立病院で働く意義が
あると思います。

今後どのような臨床工学技士になりたいと
思っていますか？
　現状で満足することはないので新しいことは積極的に
取り組み、枠にとらわれることなくチーム医療に協力し
たいです。職業上機械を見ることが多いですが、その
先には患者さんがいるということを忘れずに、高度化す
る医療を支える縁の下の力持ちでありたいと思います。

臨床工学技士の仕事のやりがいを教えてくだ
さい。
　機器のメンテナンス後に数値が抜群に良くなったと
きは嬉しいですね。どこに出しても恥ずかしくないと
いう感じで、自信を持って現場にお返しできます。
　透析治療を終え、無事に帰っていただき、２日後ま
た来ていただくという当たり前のことを続けられるよ
う努力しています。

病院で働く

 医療のプロフェッショナル

　病院では、治療を行う医師や看護師をはじめ、さまざまな職種
のスタッフが働いています。
　その多くは専門性の高いスキルや知識が必要で、国が認める国
家資格を有していなければ就けない職種がほとんどです。日進月
歩の現代医療に携わる仕事であるために、常に専門知識を磨く努
力をする必要があり、高度な専門技術に加えて、コミュニケーショ
ンスキルや人間性なども求められます。また、一人の患者さんに
複数の医療スタッフが連携して、治療やケアを行う「チーム医療」
にも取り組んでいます。

臨床工学技士の仕事について
～検査科 臨床工学技士・森

も り や ま

山 博
ひ ろ ゆ き

之（17 年目）～

▲透析装置内部の
　部品交換業務

▲

透
析
開
始
前
の
設
定
・
点
検

FILE:07

Interview
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　今回の移転に合わせ、人工透析機器も最新の機器を導入し、コンソール（透析用監視装置）が１台増え、
14台になりました。昨年８月からより患者さんに優しい透析治療ができるよう、水質管理を整えてオンライン
透析※を開始しています。
　透析センターには各ベッドにそれぞれ液晶テレビが備え付けてあります。患者休憩室のラウンジは畳のエリア
もあり、休憩や食事もでき、食事は注文もできるようになっています。
　診療時間は、月・水・金は午前午後の２クール、火・木・土は午前の１クールです。その他24時間C

シーエイチディーエフ

HDF（持
続緩徐式血液濾過透析）や夜間・休日の緊急透析、旅行・出張時のゲスト透析にも対応しています。
　昨年12月には、雲南圏域初のF

エフエヌダブリュー

NW（透析通信システムフューチャーネットウェブ）を導入しました。FNW
は、パソコン、透析装置、体重計が連動しており、パソコンで入力した情報を共有し送信すると患者さんの情報
や透析条件などが透析装置に表示されます。透析記録は電子カルテ上でも表示確認できます。
　FNWの導入により転記・計算・設定・入力が自動でできることにより、より安全安心な最新の透析治療へと
つながりました。
　私たちはこれからも安全安心で丁寧・迅速かつ明るいアットホームな雰囲気を心掛け努力していきます。

※オンライン透析とは・・・
　患者さんの体に負担の少
ない優しい透析を行うこと
が可能で、優れた臨床効果
が得られ、従来の透析療法
の欠点や問題点を解決する
ことができる新しい治療方
法。

最新の100ＮＸのコンソール

透析センターは、医師・看護師・臨床工学士と協働でチーム医療を行ってい
ます。昨年３月の新本館棟オープンに伴い、新本館棟２階の西側へ移転しま
したので紹介します。

透析センター
（２階）

新本館棟
紹介

地域医療　日本一をめざし
� 頑張ります !

避
難
階
段

避
難
階
段

避
難
階
段

▲小
こ

池
いけ

千
ち

明
あき

医師と透析スタッフ ▲井
いの

上
うえ

圭
けい

太
た

医師と透析スタッフ

本館棟２階

�
　�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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　団塊の世代が75歳以上に達し、４人に１人が後期
高齢者の超高齢社会となってきています。
　今、医療依存度が高く増えていく中、厚生労働省は
医療提供の改革が必要と考え、その一つとして特定行
為に係る看護師の研修制度※を平成27年に導入されま
した。�
　雲南病院に勤め14年が経ちますが、当院において
も高齢の方が多く、医師の数も十分ではない状況で対
応に追われ、今この患者さんに必要なことが今提供で
きないというジレンマを感じる場面が多々ありまし
た。そのような中で、病院より特定行為研修の話があ
り、少しでも患者さんや病院の助けになれればと思い、
病院より支援いただき、栃木県で1年間研修を受け、

昨年の９月に修了生となりました。研修を修了した看
護師が手順書のもとで行える医療行為は21区分38行
為ですが、私は７区分12行為を受講しました。
　当院においては初めての修了生、未知の分野での活
動で不安もあります。現在は、研修中にクリアしては
いますが、当院の医師にも手技の確認、臨床判断能力
の向上に向けての指導を受けています。まずは患者さ
んの安全を第一に考えながら活動していきたいと思い
ます。また、看護師は患者さんに24時間寄り添う身
近な存在です。そのような看護師の特性も活かし、患
者さんの病態の変化などにいち早く気付き、必要な対
応をしていけるよう、日々学びを深めながら活動して
いきたいと思います。�

はじめまして、特定行為研修修了生の

青
あお

木
き

裕
ゆう

子
こ

と申します。

※特定行為に係る看護師の研修制度とは
　2025年に向けて、さらなる在宅医療の推進を図っていくためには、個別に熟練した看護師のみでは足りず、医師また
は歯科医師の判断を待たずに、手順書により、一定の診療の補助を行う看護師を養成し、確保していく必要があります。
　このため、その行為を特定し、手順書によりそれを実施する場合の研修制度を創設し、その内容を標準化することによ
り、今後の在宅医療等を支えていく看護師を計画的に養成していくことが、本制度創設の目的です。

▲壊死組織の除去 ▲身体診察 ▲直接動脈穿刺法による採血

平成30年度 島根県がんピアサポーター相談会

「がん治療経験者と話してみませんか？」
相談会では、 がんピアサポーター※が二人

一組でお話を伺います。

ぜひ気軽に参加ください。

日 時　２月19日（火）９時30分～11時30分

会 場　雲南市立病院１階　相談室（総合受付横）

対象者：がん患者さん・ご家族など
　★　受診されている医療機関に関わらず相談会に参加できます。
　★　事前に相談会参加予約もできます。まずは電話で連絡ください。
　★　相談無料・秘密厳守

※がんピアサポーターとは？…　「がんピアサポーター」は所定の研修を修了したがん治療経験者です。

～問い合わせ先～
雲南市立病院　地域連携室
 　☎（0854）47-7520
島根大学医学部附属病院
がん患者・家族サポートセンター
 　☎（0853）20-2545

がん治療中です。

他の人はどんな気

持ちで過ごしてい

るんだろう？

など
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“幸せを運ぶコウノトリ”と共生するまちづくり学習会
　大東町では、コウノトリが平成29年に続き、平成30年も
営
えい
巣
そう
・孵

ふ
化
か
し、国内初となる４羽のヒナが巣立ちました。

　市では、コウノトリが継続的に営巣できる自然豊かな環境
づくりへの取り組みや、コウノトリによってもたらされる恵
みの活用等に関するビジョンを今年度中に取りまとめること
としており、現在、その素案について意見公募（パブリック・
コメント）を２月18日まで実施しています。
　このビジョン策定に向け、コウノトリと共生するまちづく
りについて一緒に考えていきましょう。
※２月８日までに電話、FAXまたはE-mailで申し込みください。
　必要事項：氏名、住所、電話番号

【問】地域振興課　TEL 0854-40-1013
　　　　　　　　 FAX 0854-40-1019

E-mail chiikishinkou＠city.unnan.shimane.jp
と　き　２月９日（土）14:00 ～ 16:00（予定）
ところ　木次経済文化会館チェリヴァホール（３階大会議室）
内　容　講演、パネルディスカッション　など

“幸せを運ぶコウノトリ”と共生するまちづくり学習会

講師　大
おお

和
わ

田
だ

 順
じゅん

子
こ

さん  

地域力創造アドバイザー／一般社団法人ロハス・
ビジネス・アライアンス共同代表

３月で満１歳（平成30年３月生まれ）のお子さんを募集！
　写真に①お子さんの名前（ふりがな）、②お子さんの誕生日、③ご両親の名前（ふりがな）、④住所、⑤電話番号、
　⑥コメント（40字程度）を添え、郵便またはE-Mailで２月４日(月)までに情報政策課へ送付ください。

　【問】情報政策課☎0854-40-1015　
　※携帯電話で撮影される場合、顔のアップを撮影されると枠にきれいにおさまらないことがありますので注意ください。
　※市ホームページおよび子育てポータルサイトにも「わが家のHOPE」を掲載します。　※お送りいただく個人情報は「わが家のHOPE」以外の目的には使用しません。
　※郵便物またはメールが届きましたら、情報政策課から「到着確認」の電話をかけます。投稿後、当課から電話がないときは問い合わせください。

郵送される場合のあて先
　〒 699-1392　雲南市木次町里方 521-1
　雲南市役所情報政策課「わが家の HOPE」係

E-Mail で送付される場合のあて先
　jyouhouseisaku ＠ city.unnan.shimane.jp
　（タイトルは「わが家の HOPE」としてください。）

子育て情報をひとまとめにしたサイトです。ぜひ、活用ください。

http://kosodate-unnan.jp または、右記の二次元コードから

子育てポータルサイト　

ゆっくり、子育て。雲南市

２月で

満　歳

わが家の

おめでとう

心
こ は る

春ちゃん（掛合町掛合）
平成 30年２月７日生まれ
１歳おめでとう
これからもたくさん遊んで笑って
大きくなってね

中な
か
む
ら村
直な
お
や也
さ
ん
・
典の
り
こ子
さ
ん
の
お
子
さ
ん

奏
か な と

仁ちゃん（木次町里方）
平成 30年２月 28日生まれ
奏仁くん１歳おめでとう
いつも可愛い笑顔をありがとう
たくさん食べて大きくなってね

小こ
ば
や
し林

　翼つ
ば
ささ
ん
・
怜れ
い
か華
さ
ん
の
お
子
さ
ん

咲
さ く ら

良ちゃん（木次町西日登）
平成 30年２月 24日生まれ
いつも素敵な笑顔で、みんなに笑顔
と幸せをありがとう
すくすく大きくなってね

細ほ
そ
ぎ木
聖せ
い
じ司
さ
ん
・
直な
お
こ子
さ
ん
の
お
子
さ
ん

凪
な ぎ さ

咲ちゃん（加茂町三代）
平成 30年２月 27日生まれ
１歳おめでとう  これからもお兄
ちゃんと仲良く遊んでよく笑って
よく食べて元気に育ってね

星ほ
し
の野
裕ゆ
う
へ
い平
さ
ん
・
弥み
さ
き咲
さ
ん
の
お
子
さ
ん
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身
体
教
育
医
学
研
究
所
う
ん
な
ん
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運
動
指
針
で
は
、
す
べ
て
の
運
動
要
素
を

満
た
す
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
の

う
ち
１
つ
で
も
習
慣
に
す
る
こ
と
が
重
要

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
れ
か
１
つ
だ
け
で

も
普
段
の
生
活
に
取
り
入
れ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
。 

　
健
康
づ
く
り
に
は
、
有
酸
素
運
動
（
歩

行
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど
）、抵
抗
運
動
（
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
）、柔
軟
運
動
（
ス

ト
レ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
）
の
３
つ
の
運
動
要

素
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
重
要
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
雲
南
市
で
は
こ
の
よ
う
な
運

動
に
取
り
組
ん
で
い
る
方
が
ど
れ
く
ら
い

い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
市
民
の
運
動
習
慣
の
把
握
を
目
的
に
、

40
歳
か
ら
79
歳
の
方
を
対
象
に
実
施
し
た

調
査
の
結
果
で
は
、
各
運
動
要
素
の
実
施

率
は
２
～
３
割
程
度
で
し
た
。
た
だ
、
３

つ
の
運
動
要
素
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
を

行
っ
て
い
る
方
の
割
合
で
み
る
と
約
６
割

と
な
り
ま
し
た
。
健
康
づ
く
り
の
た
め
の

雲
南
市
民
は
活
動
的
？

　
３
つ
の
運
動
要
素
は
、
簡
単
な
動
作
の

た
め
日
常
生
活
に
取
り
入
れ
や
す
い
と
い

う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
一
息
つ
い
た
と
き

の
背
伸
び
（
柔
軟
運
動
）、
用
事
つ
い
で

の
散
歩
（
有
酸
素
運
動
）、
椅
子
か
ら
の

立
ち
座
り
（
抵
抗
運
動
）
な
ど
、
普
段
の

動
き
が
自
然
な
運
動
と
な
っ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
生
活
の
中
で
気
楽

に
ち
ょ
ん
ぼ
し
運
動

4

4

4

4

4

4

4

す
る
こ
と
か
ら
は
じ

め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　80歳で20本以上の歯を保つ「８０２０（ハチマルニイマル）運動」
の重要性を啓発するための「８０２０よい歯のコンクール」が開催され

　食べるために重要な歯のお手入れや定期健診だけでなく、仕事や
趣味があり、出掛けたり、自分の役割を持っている方が多かったです。
　筋力や活力が低下した虚弱な状態（フレイル）を経て要介護状態に
なることが分かっています。フレイル予防にはタンパク質摂取が鍵と
なり、栄養を摂取する入り口である「口の健康」が不可欠です。ご
自身の歯や入れ歯でも「口を健康」に保ち、体力・筋力を維持し、
人と接する機会を多く持ちましょう。

ました。県内で総勢136人の方が応募され、雲南市
では12人の方が優良賞を受賞されました。

こんにちは、

です。

162

保健師保健師保健師保健師

このコーナーでは、健康づくりに役立つ

情報や身体教育医学研究所うんなんの活

動についてお知らせします！

138

つ
い
で
に
、
ち
ょ
ん
ぼ
し
運
動

雲
南
市
の
運
動
習
慣
は
？

平成３０年度 「８０２０よい歯のコンクール」
　優良賞　おめでとうございます！

（五十音順）
氏　　　名 年　齢 住　所

落
おち

合
あい

　傳
でん

吉
きち

 さん 81歳 大 東 町

木
き

村
むら

アヤコ さん 82歳 吉 田 町

小
こ

山
やま

　義
よし

夫
お

 さん 83歳 大 東 町

佐
さ

藤
とう

　俊
とし

永
なが

 さん 81歳 大 東 町

下
した

見
み

美
み

津
づ

枝
え

 さん 81歳 大 東 町

妹
せの

尾
お

　幸
ゆき

雄
お

 さん 85歳 三刀屋町

難
なん

波
ば

トシ子
こ

 さん 91歳 大 東 町

藤
ふじ

井
い

トシ子
こ

 さん 83歳 大 東 町

細
ほそ

木
ぎ

　敏
とし

枝
え

 さん 81歳 木 次 町

山
やま

本
もと

　　勇
いさむ

 さん 85歳 大 東 町

吉
よし

浦
うら

　政
まさ

江
え

 さん 82歳 大 東 町

和
わ

田
だ

三
み

代
よ

子
こ

 さん 82歳 掛 合 町

定期健診に行っている。

丁寧に磨いている。
歯間ブラシも使う。

趣味があり楽しみを
持っている。

仕事を続けている。畑仕事が自分の役割で
楽しみとなっている。

趣味仲間がいて
出掛けることも
多い。

何でも食べられる。

噛むことの大黒柱である
奥歯を特に大事にしている。

優良賞 受賞
優良賞 受賞

受賞者の方々に
「口の健康」について
聞きました。

上のうち
どれか

柔軟運動
（毎日）

抵抗運動
（週に2回以上）

有酸素運動
（週に150分以上）

図．雲南市の運動要素別実施率
習慣的に行っている 習慣的に行っていない

(Kamada et al., Int J Epidemiol, 2018)

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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　市内幼稚園・認定こども園・保育園(所)では毎月食育活動を実施しています。
　先生や地域の方と一緒に野菜を育てたり、収穫して料理教室を開いたりしています。子どもたちにとって初め
ての体験となっています。その一部を紹介します。

うんなんの 食育あいうえお
あ 朝ごはんを食べよう
い「いただきます」「ごちそうさま」のあいさつをしよう
う 雲南市産の食材を使おう
え 栄養バランスを考えた食事をしよう
お おいしい食事はみんなで一緒に食べよう

～うんなん食育ネット～

ぜひ、できることから一緒に取り組みましょう！

みんなの食育体験！

　市は、平成23年から地域の人々の「チャレンジし
たい！」という声を形にすべく、人材育成事業「幸雲
南塾」に取り組んできました。幸雲南塾とは地域をよ
り魅力的に、より住みやすくするため塾生自らが実行
するプランを創り上げていくプログラムです。市内の
NPO法人おっちラボと協働し運営しています。

 今期の塾の特色 
　８期目となる今期は、プログラムを3つに分け
て実施しました。
　個別対応でより事業化に向けたサポートを行う
「幸雲南塾」、試行を通じて進む方向性を考える「幸
雲南塾スタート」、関心あるテーマの回に自由に
参加できる有志勉強会「幸雲南塾アカデミー」の
３本立てです。
　今回は「幸雲南塾スタート」に６組応募があり、
Facebook上でのグループや対面での実践報告会
を通じて参加者同士でも励まし合いながら活動を
続けてきました。

 幸雲南塾スタート参加者 
陶
す

山
やま

清
きよ

男
お

さん…地域資源を使った体験や交流で、楽しみながら殿居敷自治会の
ファンを増やす

そんさんひょんさん…移住ハウスで多様性のある、いじめや差別のない日本に
高
たか

尾
お

　彰
あきら

さん…認知症を患っても安心でき自分らしくいきいきと暮らせる地域を
つくる

マラー サムさん・詩
し

乃
の

さん…小学校英語サポートでUNNANを英語力が自慢のフ
レンドリーなまちへ

宮
みや

本
もと

裕
ゆう

司
じ

さん…新市地区で“マットス”を通じて健康なつながりをつくるコミュ
ニティーナース

森
もり

加
か

茂
しげ

喜
き

さん…サロンや美容技術を通じて若者が一人でも多く輝く機会をつくる

　親子活動
でパン作り
体験をしま
した。
　「恐竜パ
ンにする」、
「ねじねじ
パ ン が い

い」、「あんこをたっぷり入れよう」などと親子
で会話を楽しみながら、世界に一つのオリジナ
ルパンを作りました。焼きあがったパンはふわ
ふわであったかい！おいしい！親子みんなの心
が温かくなりました。

　地域の方と一緒にお月見団子作
りをしました。豆腐入りの柔ら～
か、もっちもちのお団子ができま
した♪

　子どもた
ちがジャガ
イモとサツ
マイモの違
いに興味を
持ったこと
から、畑で
作ったサツ
マイモでカレーを作りました。でき
たカレーは、ほっぺたが落ちそうな
くらいあま～いカレーになりまし
た。

～毎月19日は
　食育の日です。
　　食について

考えてみましょう！～

幸雲南塾

　今期の幸雲南塾スタート生にとって、活動の集大成である最終報
告会を次のとおり開催します。
　と　き　 1月26日（土）13:00～  ※飲食ブースなどは11:00～
　ところ　木次経済文化会館チェリヴァホール 大ホール
　入場料　無料 　　　　　※託児無料サービスあり（要事前申込）

　今回は例年と雰囲気を変え、大ホールステージで
のプレゼン発表に加えて、ロビーでは卒塾生を含む
地元出店者による飲食ブースも用意しています。
　塾生やスタッフ一同、発表や報告会がさらに良い
ものとなるよう最後まで磨きをかけています。
　皆さんの来場をお待ちしています！

最終報告会にぜひ来場ください！

雲南市内の チャレンジを応援してください!!

寺領幼稚園 12月７日 吉田保育所 11月13日加茂こども園 ９月19日

　
雲
南
市
に
次
の
ご
寄
附
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

◎
雲
南
市

ふ
る
さ
と
納
税

藤ふ
じ
も
り森

　
義よ
し

明あ
き

さ
ん（
東
京
都
港
区
）

芦あ
し

田だ

　
昭あ
き

充み
つ

さ
ん（
東
京
都
新
宿
区
） 

糸い
と
は
ら原

　
健け
ん

斗と

さ
ん（
兵
庫
県
西
宮
市
）

渡わ
た
な
べ部

　
康や
す

行ゆ
き

さ
ん（
出
　

雲
　

市
）

荒あ
ら

木き

　
太た

郎ろ
う

さ
ん（
松
　

江
　

市
）

澤さ
わ

田だ

美み

ほ

こ
穂
子
さ
ん（
東
京
都
新
宿
区
）

魚う
お
ず
み住
東と

し至
明あ
き

さ
ん（
大
　

阪
　

市
）

土つ
ち
た
に谷

　
陽よ
う

子こ

さ
ん（
出
　

雲
　

市
）

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

石い
し
か
わ川

　
順じ
ゅ
ん
や也
さ
ん（
兵
庫
県
芦
屋
市
）

山や
ま
も
と本

　
修し
ゅ
う
と人
さ
ん（
東
京
都
板
橋
区
）

川か
わ
ご
え越

　
孝た
か

次つ
ぐ

さ
ん（
愛
知
県
春
日
井
市
）

山や
ま
む
ら村
智ち

よ

こ
代
子
さ
ん（
大
阪
府
池
田
市
）

中な
か
む
ら村

　
華か

苗な
え

さ
ん（
埼
玉
県
熊
谷
市
）

土ど

ひ肥
　
公こ
う

介す
け

さ
ん（
京
都
府
長
岡
京
市
）

高た
か
は
ぎ萩

　
一か
ず

樹き

さ
ん（
千
　

葉
　

市
）

会あ
い

田だ

　
邦く
に

晴は
る

さ
ん（
埼
玉
県
越
谷
市
）

春は
る

野の

真ま

な

み
奈
美
さ
ん（
東
京
都
品
川
区
）

坪つ
ぼ
う
ち内

　
　
明
あ
き
ら
さ
ん（
東
京
都
板
橋
区
）

桑く
わ

田だ

真ま

ゆ

み
由
美
さ
ん（
広
島
県
福
山
市
）

中な
か
じ
ま島
め
ぐ
み
さ
ん（
東
京
都
小
平
市
）

橋は
し
も
と本

　
只た
だ

志し

さ
ん（
大
阪
府
箕
面
市
）

相あ
い

場ば

　
恵え

公く

さ
ん（
さ
い
た
ま
市
）

堀ほ
り

江え

　
　
徹
と
お
る
さ
ん（
東
京
都
文
京
区
）

岡お
か

　
　
幸ゆ
き

憲の
り

さ
ん（
東
京
都
足
立
区
）

横よ
こ

田た

　
敦の
ぶ

浩ひ
ろ

さ
ん（
滋
賀
県
草
津
市
）

奥お
く

　
　
義よ
し

孝た
か

さ
ん（
東
京
都
大
田
区
）

李い

　
　
智じ

勲ふ
ん

さ
ん（
東
京
都
品
川
区
）

秀ひ
で

永な
が

　
佑ゆ
う

輔す
け

さ
ん（
神
奈
川
県
小
田
原
市

）

中な
か
が
わ川

　
智ち

晴は
る

さ
ん（
広
　

島
　

市
）

大お
お
ひ
ら平

　
寿ひ
さ

子こ

さ
ん（
北
九
州
市
）

鶴つ
る

田だ

　
佳か

な奈
さ
ん（
東
京
都
中
野
区
）

ミ
ッ
チ
ェ
ル
奈な

歩ほ

さ
ん（
東
京
都
練
馬
区
）

石い
し

田だ

　
壮た
け
ひ
と史
さ
ん（
東
京
都
目
黒
区
）

名な

原は
ら

　
大だ
い

樹き

さ
ん（
東
京
都
世
田
谷
区
）

鈴す
ず

木き

　
泰た
い

斗と

さ
ん（
東
京
都
練
馬
区
）

長な
が
お
か岡

　
泰や
す
ひ
ろ弘
さ
ん（
東
京
都
北
区
）

向む
か
い
だ田

　
郁い
く

美み

さ
ん（
東
京
都
武
蔵
野
市
）

神か
ん
ざ
き崎

　
伸し
ん

二じ

さ
ん（
兵
庫
県
姫
路
市
）

高た
か
い
し石

　
広ひ
ろ

江え

さ
ん（
東
京
都
文
京
区
）

永な

合ご
う

由ゆ

み

こ
美
子
さ
ん（
千
　

葉
　

市
）

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

◎
叙
位

正
六
位

　
教
育
功
労
に
よ
り

　
故 

板い
た
も
ち持
盛も
り

穗ほ

さ
ん（
三
刀
屋
町
）

◎
高
齢
者
叙
勲

旭
日
単
光
章

　
地
方
自
治
功
労
に
よ
り

　
勝か
つ

部べ

　
幸ゆ
き

男お

さ
ん
（
加
茂
町
）

旭
日
単
光
章

　
地
方
自
治
功
労
に
よ
り

　
河か
わ

⻆す
み

　
明あ
き
の
り德
さ
ん
（
吉
田
町
）

旭
日
単
光
章

　
地
方
自
治
功
労
に
よ
り

　
藤ふ
じ
は
ら原

　
一い
ち
ろ
う郎
さ
ん（
三
刀
屋
町
）

◎
特
別
叙
勲

旭
日
単
光
章

　
地
方
自
治
功
労
に
よ
り

　
故 

西に
し
む
ら村

　
司
つ
か
し
さ
ん
（
木
次
町
）

◎�

平
成
30
年
度
優
良
民
間
社
会
福

祉
事
業
施
設
・
団
体
に
対
す
る

天
皇
誕
生
日
に
際
し
て
の
御ご

か下

賜し

金き
ん

の
拝
受

　
社
会
福
祉
法
人
あ
お
ぞ
ら
福
祉
会

（
大
東
町
）

◎�

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

　
戦
傷
病
者
お
よ
び
戦
没
者
遺
族

の
厚
生
援
護
等
に
尽
力
さ
れ
た
功

績
に
よ
り

　
難な
ん

波ば

　
幸ゆ
き

夫お

さ
ん
（
大
東
町
）

◎
統
計
功
労
者
大
臣
表
彰

総
務
大
臣
表
彰

　
藤ふ
じ
は
ら原

　
安や
す

年と
し

さ
ん
（
掛
合
町
）

経
済
産
業
大
臣
表
彰

　
塩し
お

野の

　
紀き

富と
み

さ
ん
（
大
東
町
）

経
済
産
業
大
臣
表
彰

　
景か
げ
や
ま山

　
福ふ
く

美み

さ
ん（
三
刀
屋
町
）

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

　
株
式
会
社  

ゼ
ン
キ
ン
メ
タ
ル

私たちは、雲南市のまちづくりを応援しています。

大お
お
し
ま島

　
由よ
し

照て
る

さ
ん

（
埼
玉
県
ふ
じ
み
野
市
）

阪さ
か
も
と本
冨ふ

美み

お男
さ
ん（
横
　

浜
　

市
）

上う
え
や
ま山

　
潤
じ
ゅ
ん
い
ち一
さ
ん（
鳥
取
県
米
子
市
）

鳥と

谷や

　
　
碧
み
ど
り
さ
ん（
大
　

阪
　

市
）

諏す

わ訪
　
玲れ
い

子こ

さ
ん（
東
京
都
国
分
寺
市
）

古ふ
る

谷や

恵え

み

こ
美
子
さ
ん（
横
　

浜
　

市
）

平ひ
ら

井い

　
大だ
い

悟ご

さ
ん（
東
京
都
中
野
区
）

高た
か

尾お

　
幸さ
ち

子こ

さ
ん（
大
阪
府
寝
屋
川
市
）

栗く
り
ば
や
し林

　
秀ひ
で

成な
り

さ
ん（
大
阪
府
高
槻
市
）

西に
し
も
と本

　
桂け
い
い
ち一
さ
ん（
川
　

崎
　

市
）

日ひ

高だ
か

　
勝か
つ
よ
し喜
さ
ん（
横
　

浜
　

市
）

井い

村む
ら

　
優ゆ
う

基き

さ
ん（
さ
い
た
ま
市
）

中な
か
む
ら村

　
孝こ
う

貴き

さ
ん（
東
京
都
豊
島
区
）

米よ
ね

田だ

　
昌ま
さ

紀き

さ
ん（
東
京
都
文
京
区
）

伊い

藤と
う

　
　
茂
し
げ
る
さ
ん（
広
　

島
　

市
）

清き
よ
な
が永

　
健け
ん

吾ご

さ
ん（
山
口
県
岩
国
市
）

小お

村む
ら

俊し
ゅ
ん
た
ろ
う

太
郎
さ
ん（
千
葉
県
流
山
市
）

江え

隅す
み

　
顕け

ん

治じ

さ
ん

（
奈
良
県
生
駒
郡
平
群
町
）

須す

藤ど
う

　
浩ひ
ろ
ゆ
き之
さ
ん（
東
京
都
目
黒
区
）

武た
け
か
わ川

　
　
譲
じ
ょ
う
さ
ん（
東
京
都
港
区
）

上じ
ょ
う
だ
い代

　
庸よ
う

平へ
い

さ
ん（
東
京
都
西
東
京
市
）

中な
か
む
ら村

　
隆た
か
ひ
こ彦
さ
ん（
さ
い
た
ま
市
）

秋あ
き
み
つ光

　
健た
け

生お

さ
ん（
広
　

島
　

市
）

江え

崎さ
き

　
真ま

澄す
み

さ
ん（
神
奈
川
県
逗
子
市
）

菅す
が
わ
ら原

　
裕ゆ
う

太た

さ
ん（
横
　

浜
　

市
）

道み
ち
し
た下

　
秀ひ
で

樹き

さ
ん（
山
口
県
下
松
市
）

中な
か

江え

　
純
じ
ゅ
ん
い
ち一
さ
ん（
東
京
都
板
橋
区
）

小お

の野
山や
ま

和か
ず

男お

さ
ん（
岡
　

山
　

市
）

門か
ど

野の

　
　
陽

あ
き
ら
さ
ん（
大
阪
府
東
大
阪
市
）

冨と
み

重し
げ

由ゆ

き

こ
紀
子
さ
ん（
愛
知
県
日
進
市
）

北き
た

野の

　
朋と
も

子こ

さ
ん（
兵
庫
県
高
砂
市
）

茶ち
ゃ
や
ま山

　
健け
ん

二じ

さ
ん（
神
　

戸
　

市
）

中な
か
ば
や
し林

　
孝た
か

文ふ
み

さ
ん（
東
京
都
目
黒
区
）

山や
ま
も
と本

　
敦あ
つ

恵え

さ
ん（
愛
知
県
稲
沢
市
）

鹿し
か
む
ら村
謙け
ん

太た

郎ろ
う

さ
ん（
東
京
都
世
田
谷
区
）

是こ
れ

此こ

田だ

　
薫
か
お
る
さ
ん（
北
九
州
市
）

富と
み

田た

真ま

り

こ
理
子
さ
ん（
広
　

島
　

市
）

森も
り

井い

　
汐し
お

吏り

さ
ん（
京
　

都
　

市
）

齊さ
い
と
う藤

　
里り

さ沙
さ
ん（
東
京
都
港
区
）

小こ
ば
や
し林

　
秀
し
ゅ
う
い
ち一
さ
ん（
横
　

浜
　

市
）

杉す
ぎ
も
と本

　
　
大だ
い

さ
ん（
東
京
都
目
黒
区
）

浜は
ま
な
か中

　
康や
す

雄お

さ
ん（
大
阪
府
吹
田
市
）

佐さ

藤と
う

　
有ゆ

香か

さ
ん（
東
京
都
江
戸
川
区
）

平ひ
ら

野の

　
裕ゆ
う

司じ

さ
ん（
愛
知
県
豊
明
市
）
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私たちは、雲南市のまちづくりを応援しています。

中な
か
む
ら村

　
　
嘉
よ
し
み
さ
ん（
京
　

都
　

市
）

本も
と
む
ら村

　
　
健
た
け
し
さ
ん（
東
京
都
千
代
田
区
）

水み
ず

野の

貴き

久く

お男
さ
ん（
奈
良
県
奈
良
市
）

船ふ
な

戸と

　
　
直な
お

さ
ん（
東
京
都
葛
飾
区
）

松ま
つ
な
が永

　
健け
ん

太た

さ
ん（
大
阪
府
茨
木
市
）

有あ
り

地ち

　
弘ひ
ろ

志し

さ
ん（
東
京
都
墨
田
区
）

村む
ら
に
し西
耕こ
う

太た

朗ろ
う

さ
ん（
大
　

阪
　

市
）

坂さ
か
も
と本

　
健け
ん

二じ

さ
ん（
愛
知
県
東
海
市
）

藤ふ
じ
ま
き巻

　
祐ゆ
う

輔す
け

さ
ん（
東
京
都
中
央
区
）

園そ
の

田だ

　
美み

貴き

さ
ん（
大
阪
府
東
大
阪
市
）

五い
が
ら
し

十
嵐
邦く
に

明あ
き

さ
ん（
東
京
都
渋
谷
区
）

青あ
お

木き

し
の
ぶ
さ
ん（
埼
玉
県
川
口
市
）

大お
お
か
わ川

　
和か
ず
ひ
と人
さ
ん（
神
奈
川
県
逗
子
市
）

竹た
け

部べ

　
友と
も

久ひ
さ

さ
ん（
東
京
都
板
橋
区
）

吾あ

郷ご
う

　
友ゆ
う

亮す
け

さ
ん（
千
　

葉
　

市
）

稲い
な

田だ

　
和わ

か佳
さ
ん（
東
京
都
調
布
市
）

本ほ
ん

田だ

　
千ち

穂ほ

さ
ん（
岡
　

山
　

市
）

田た

中な
か

ふ
み
子こ

さ
ん（
兵
庫
県
姫
路
市
）

平ひ
ら
い
し石

　
壽と
し

洋ひ
ろ

さ
ん（
兵
庫
県
た
つ
の
市
）

伏ふ
し

見み

　
　
樹
た
つ
る
さ
ん（
奈
良
県
橿
原
市
）

湯た
ん

　
　
靄あ
い

萱け
ん

さ
ん（
東
京
都
品
川
区
）

鈴す
ず

木き

　
弥や
よ

生い

さ
ん（
千
葉
県
船
橋
市
）

中な
か
じ
ま島

　
英え

り里
さ
ん（
堺
　
　
市
）

五い
が
ら
し

十
嵐
　
勝
ま
さ
る
さ
ん（
東
京
都
杉
並
区
）

西に
し
は
ら原

　
慎し
ん

治じ

さ
ん（
福
岡
県
久
留
米
市
）

三み

谷た
に

貴き

一い
ち
ろ
う郎
さ
ん（
東
京
都
世
田
谷
区
）

角か
ど

谷や

由ゆ

み

こ
美
子
さ
ん（
東
京
都
世
田
谷
区
）

関せ
き

　
　
　
優
ま
さ
る
さ
ん（
東
京
都
台
東
区
）

木き

そ曽
　
茂し
げ

文ふ
み

さ
ん（
広
島
県
尾
道
市
）

新し
ん

野の

　
耕こ
う

司じ

さ
ん（
広
　

島
　

市
）

竹た
け
し
た下

　
和か
ず
ひ
こ彦
さ
ん（
名
古
屋
市
）

森も
り
や
ま山

　
峯み
ね

也や

さ
ん（
兵
庫
県
伊
丹
市
）

森も
り
し
ま島

　
　
弘
ひ
ろ
し
さ
ん

（
岐
阜
県
安
八
郡
輪
之
内
町
）

安あ
ん
な
か中

　
誉た
か

了の
り

さ
ん（
横
　

浜
　

市
）

山や
ま
お
か岡

　
秀ひ
で
あ
き昭
さ
ん（
兵
庫
県
西
宮
市
）

夏な
つ

目め

　
直な
お

樹き

さ
ん（
広
　

島
　

市
）

船ふ
な
び
き引

　
大だ
い
す
け輔
さ
ん（
大
阪
府
豊
中
市
）

桑く
わ
ば
ら原

　
　
勝
ま
さ
る
さ
ん（
奈
良
県
生
駒
市
）

仁に

昌し
ょ
う
じ寺
貴あ
つ

子こ

さ
ん（
東
京
都
台
東
区
）

濱は
ま

西に
し

　
文ふ
み
の
り則
さ
ん（
神
　

戸
　

市
）

宮み
や

　
　
真し
ん

二じ

さ
ん

（
千
葉
県
大
網
白
里
市
）

浦う
ら
か
わ川

　
真し
ん

哉や

さ
ん（
大
阪
府
吹
田
市
）

桑く
わ
は
ら原
美み

ち

こ
智
子
さ
ん（
千
葉
県
船
橋
市
）

井い
の
う
え上

　
　
昇
の
ぼ
る
さ
ん（
茨
城
県
つ
く
ば
市
）

溝み
ぞ
う
え上

　
達た
つ

也や

さ
ん（
広
　

島
　

市
）

原は
ら

　
　
　
昇
の
ぼ
る
さ
ん（
神
　

戸
　

市
）

原は
ら

　
　
則の
り

子こ

さ
ん（
神
　

戸
　

市
）

安や
す

江え

　
　
睦
む
つ
み
さ
ん（
松
　

江
　

市
）

水み
ず
た
に谷

　
孝こ
う
い
ち一
さ
ん（
東
京
都
北
区
）

宮み
や
が
わ川

　
大や
ま

和と

さ
ん（
岡
山
県
倉
敷
市
）

陶す

山や
ま

　
将ま
さ
ふ
み史
さ
ん（
東
京
都
世
田
谷
区
）

佐さ

藤と
う

　
博ひ
ろ

芳よ
し

さ
ん（
東
京
都
葛
飾
区
）

内う
ち
や
ま山

　
　
興こ
う

さ
ん（
神
　

戸
　

市
）

吉よ
し

田だ

　
久ひ

さ

弘ひ
ろ

さ
ん（
川
　

崎
　

市
）

高た
か
は
し橋

　
広ひ
ろ

幸ゆ
き

さ
ん（
広
　

島
　

市
）

橋は
し
も
と本

　
幸こ
う

司じ

さ
ん（
山
口
県
防
府
市
）

細ほ
そ
か
わ川
佳か

な

み
奈
美
さ
ん（
大
　

阪
　

市
）

岡お
か

田だ

　
　
博
ひ
ろ
し
さ
ん（
兵
庫
県
西
宮
市
）

村む
ら
は
た端

　
五ご

郎ろ
う

さ
ん（
宮
崎
県
宮
崎
市
）

矢や

萩は
ぎ

　
徹て
つ

也や

さ
ん（
東
京
都
足
立
区
）

石い
し
じ
ま島

　
清き
よ

宏ひ
ろ

さ
ん（
東
京
都
文
京
区
）

水み
ず

杉す
ぎ

枝え

梨り

加か

さ
ん（
岡
山
県
津
山
市
）

榊さ
か
き
ば
ら原

　
定さ
だ

男お

さ
ん（
滋
賀
県
湖
南
市
）

渡わ
た
な
べ部

　
邦く
に

久ひ
さ

さ
ん（
岡
　

山
　

市
）

竹た
け

田だ

　
圭け
い
す
け介
さ
ん（
兵
庫
県
伊
丹
市
）

永な
が
し
ま島

　
信し
ん

也や

さ
ん（
川
　

崎
　

市
）

吉よ
し
か
わ川
ひ
ろ
み
さ
ん（
奈
良
県
桜
井
市
）

飯い
い
や
ま山
美み

つ津
子こ

さ
ん（
神
奈
川
県
秦
野
市
）

日く
さ

下か

　
淳
じ
ゅ
ん
い
ち一
さ
ん（
東
京
都
江
東
区
）

奥お
く
は
ら原

　
　
誠
ま
こ
と
さ
ん（
兵
庫
県
明
石
市
）

神か
み
い
し石

　
明あ
き

子こ

さ
ん（
東
京
都
品
川
区
）

野の

上が
み

　
　
昭
あ
き
ら
さ
ん（
東
京
都
豊
島
区
）

海う
ん

野の

　
祐ゆ
う

司じ

さ
ん（
東
京
都
品
川
区
）

鼓つ
づ
み

　
　
美み

き樹
さ
ん（
兵
庫
県
西
宮
市
）

小こ
ば
や
し林

　
正ま
さ
あ
き明
さ
ん（
神
　

戸
　

市
）

二に

井い

　
昭あ
き
よ
し佳
さ
ん（
東
京
都
世
田
谷
区
）

西に
し

　
　
恵け
い

子こ

さ
ん（
東
京
都
大
田
区
）

森も
り

廣ひ
ろ

　
克か
つ
ゆ
き之
さ
ん（
熊
　

本
　

市
）

野の

つ津
　
雅ま
さ
か
ず和
さ
ん（
出
　

雲
　

市
）

田た

中な
か

久く

み美
子こ

さ
ん（
松
　

江
　

市
）

小こ
う

路じ

　
偉た
け
ひ
ろ大
さ
ん（
石
川
県
金
沢
市
）

入い
り

江え

　
豊と
よ

昭あ
き

さ
ん（
福
岡
県
糸
島
市
）

脇わ
き

田た

　
和か
ず

憲の
り

さ
ん（
大
阪
府
寝
屋
川
市
）

大お
お
く
ら倉

　
秀ひ

で

久ひ
さ

さ
ん（
三
重
県
桑
名
市
）

小お

瀧だ
き

　
　
烈
つ
よ
し
さ
ん（
東
京
都
葛
飾
区
）

林は
や
し

　
　
孝こ
う

乾け
ん

さ
ん（
出
　

雲
　

市
）

澤さ
わ
も
と本

　
直な
お

樹き

さ
ん（
東
京
都
小
笠
原
村
）

小こ
ば
や
し林

　
昌ま
さ
ふ
み史
さ
ん（
東
京
都
世
田
谷
区
）

南な
ん
だ
て立

　
秀ひ
で
か
ず和
さ
ん（
北
九
州
市
）

松ま
つ

田だ

　
好よ
し

雄お

さ
ん（
東
京
都
荒
川
区
）

中な
か
が
わ川

　
裕ゆ
う

治じ

さ
ん（
東
京
都
文
京
区
）

福ふ
く

間ま

　
博ひ
ろ
か
ず和
さ
ん（
大
阪
府
寝
屋
川
市
）

和わ

だ田
　
隆た
か

志し

さ
ん（
東
京
都
日
野
市
）

小こ

わ

だ
和
田
　
誠
ま
こ
と
さ
ん（
愛
知
県
豊
田
市
）

長な
が
さ
と里

　
晃こ
う
へ
い平
さ
ん（
松
　

江
　

市
）

安あ
ん
ど
う藤

　
正ま
さ

樹き

さ
ん（
東
京
都
練
馬
区
）

大お
お

野の

　
大だ
い
す
け輔
さ
ん（
兵
庫
県
西
宮
市
）

矢や

の野
　
健け
ん

二じ

さ
ん（
福
岡
県
大
野
城
市
）

吉よ
し
は
ら原

　
英え
い
い
ち一
さ
ん（
奈
良
県
香
芝
市
）

廣ひ
ろ
お
か岡
奈な

生お

こ子
さ
ん（兵

庫
県
揖
保
郡
太
子
町
）

松ま
つ
な
が永

　
佳か

な那
さ
ん（
福
　

岡
　

市
）

白し
ら

井い

久く

み

こ
美
子
さ
ん（
大
阪
府
豊
中
市
）

平ひ
ら

通ど
お
り

有う

貴き

こ子
さ
ん（
大
阪
府
池
田
市
）

池い
け

田だ

　
　
彰
あ
き
ら
さ
ん（
大
阪
府
枚
方
市
）

永な
が
や
す安

　
徹て
つ

也や

さ
ん（
東
京
都
中
央
区
）

2 19月 日

食 育 日の

毎月１９日は

健康づくり政策課 ☎0854-40-1040
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税
務
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
３
４

　
小
型
特
殊
自
動
車
（
フ
ォ
ー
ク

リ
フ
ト
、
シ
ョ
ベ
ル
ロ
ー
ダ
等
）

や
農
耕
作
業
用
車（
ト
ラ
ク
タ
ー
、

コ
ン
バ
イ
ン
、
田
植
え
機
等
） 

の

所
有
者
は
、
公
道
を
走
行
す
る
、

し
な
い
に
関
わ
ら
ず
、
軽
自
動
車

税
の
申
告
と
納
税
の
義
務
が
あ
り

ま
す
。（
地
方
税
法
４
４
２
条
の

２
、
同
４
４
７
条
）

　
新
規
で
購
入
さ
れ
た
方
、
既
に

所
有
し
て
い
て
ナ
ン
バ
ー
の
付
い

て
い
な
い
車
両
を
お
持
ち
の
方

は
、
車
両
情
報
（
メ
ー
カ
ー
、
車

台
番
号
、
型
式
、
年
式
等
）
を
分

か
る
よ
う
に
し
て
、
速
や
か
に
税

務
課
ま
た
は
総
合
セ
ン
タ
ー
市
民

福
祉
課
へ
申
告
を
お
願
い
し
ま

す
。
ナ
ン
バ
ー
は
即
日
交
付
し
ま

す
。

課
税
対
象
と
な
る
小
型
特
殊
自
動
車

　
最
高
時
速
が
15
㎞
／
ｈ
以
下
の

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
・
ト
ラ

ク
タ
ー
等
の
ナ
ン
バ
ー

登
録
は
お
済
み
で
す
か
？

も
の
で
、
か
つ
車
両
の
長
さ
４
・

７
ｍ
以
下
×
幅
１
・
７
ｍ
以
下
×

高
さ
２
・
８
ｍ
以
下
の
も
の

課
税
対
象
と
な
る
農
耕
作
業
用
自
動
車

　
最
高
時
速
が
35
㎞
／
ｈ
未
満
の

も
の
で
、
か
つ
運
転
席
が
あ
る
も

の
（
運
転
席
が
な
く
、
手
押
し
式

の
も
の
は
対
象
外
で
す
。）

【
登
録
に
必
要
な
も
の
】

・
印
鑑

・
販
売
証
明
書

※ 

事
務
所
や
集
落
、
農
業
法
人
な

ど
の
車
両
も
対
象
に
な
り
ま

す
。

※ 

廃
車
の
場
合
も
届
出
が
必
要
で

す
。（
印
鑑
と
ナ
ン
バ
ー
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。）

※ 

所
有
者
と
な
っ
た
日
か
ら
15
日

以
内
に
市
へ
申
告
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
正

当
な
理
由
な
く
申
告
を
し
な

か
っ
た
場
合
、
10
万
円
以
下
の

過
料
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

水
道
局
下
水
道
課

☎
０
８
５
４-

42-

３
４
７
１

　
平
成
31
年
度
の
合
併
浄
化
槽
設

置
の
募
集
を
開
始
し
ま
す
。
受
付

は
、
水
道
局
下
水
道
課
で
行
い
ま

す
。

【
募
集
期
間
】

　
２
月
１
日
㈮
か
ら
10
月
31
日
㈭

市
民
生
活
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
３
１

　
４
月
か
ら
産
前
産
後
期
間
の
国

民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　
出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が

属
す
る
月
の
前
月
か
ら
４
ヵ
月
間

の
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ

ま
す
。

　
な
お
、
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、

出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属

す
る
月
の
３
ヵ
月
前
か
ら
６
ヵ
月

間
の
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ

れ
ま
す
。

※ 

出
産
と
は
、
妊
娠
85
日
（
４
ヵ

月
）以
上
の
出
産
を
い
い
ま
す
。

（
死
産
、
流
産
、
早
産
さ
れ
た

方
を
含
み
ま
す
）

【
対
象
者
】

　「
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
」

で
出
産
日
が
平
成
31
年
２
月
１
日

以
降
の
方

【
申
請
方
法
】

　
出
産
予
定
日
の
６
ヵ
月
前
か
ら

提
出
可
能
で
す
。

※ 

た
だ
し
、
提
出
で
き
る
の
は
４

平
成
31
年
度
合
併
浄

化
槽
設
置
受
付
開
始

４
月
か
ら
産
前
産
後
期

間
の
国
民
年
金
保
険
料

が
免
除
さ
れ
ま
す

【
申
し
込
み
】

　
雲
南
住
宅
管
理
事
務
所
に
備

え
る
申
込
用
紙
に
所
定
の
事
項

を
記
入
し
、必
要
な
書
類
等（
住

民
票
・
所
得
課
税
証
明
書
等
）

を
確
認
の
う
え
、
直
接
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

建
築
住
宅
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
６
５

◆
市
営
住
宅
空
家
入
居
者

【
募
集
期
間
】

　2
月
５
日
㈫
か
ら
２
月
13
日
㈬

17
時
締
切

【
募
集
団
地
】

　
２
月
１
日
㈮
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
お
よ
び
島
根
県
住
宅
供
給
公
社

ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

【
選
考
方
法
】

　
選
考
に
よ
り
入
居
者
を
決
定
し

ま
す
。

◆
県
営
住
宅
空
家
入
居
者

【
募
集
期
間
】
随
時
募
集

市
営
・
県
営
住
宅

の
入
居
者
募
集

◆�

公
社
定
住
促
進
賃
貸
住
宅
（
グ

ラ
ン
デ
・
ベ
ル
ポ
ー
ト
等
）
空

家
入
居
者

【
募
集
期
間
】
随
時
募
集

【
募
集
団
地
】

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
島
根

県
住
宅
供
給
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
随
時
掲
載
し
ま
す
。

【
申
込
方
法
】

　
雲
南
住
宅
管
理
事
務
所
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
雲
南
住
宅
管
理
事
務
所

　
８
時
30
分
か
ら
18
時
ま
で（
土
・

日
・
祝
日
は
除
く
）

　
☎
０
８
５
４-

47-

７
１
５
１

【
募
集
団
地
】

月
か
ら
で
す
。

【
申
請
先
】

　
総
合
セ
ン
タ
ー
市
民
福
祉
課
ま

た
は
市
民
生
活
課

【
申
請
書
類
】

　
４
月
よ
り
年
金
事
務
所
、
総
合

セ
ン
タ
ー
市
民
福
祉
課
お
よ
び
市

民
生
活
課
に
備
え
付
け
ま
す
。

　
ま
た
、
４
月
以
降
、
日
本
年
金

機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
る
予

定
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
松
江
年
金
事
務
所

　
☎
０
８
５
２-

23-

９
５
４
０

小お

だ田
　
清き
よ

仁ひ
と

さ
ん（
浜
　

松
　

市
）

中な
か
じ
ま島

　
典の
り
ひ
こ彦
さ
ん（
東
京
都
杉
並
区
）

齋さ
い
と
う藤

　
敏と
し
ろ
う郎
さ
ん（
兵
庫
県
伊
丹
市
）

高た
か
は
し橋

　
　
静
し
ず
か
さ
ん（
東
京
都
北
区
）

上じ
ょ
う
だ
い代

　
哲て
つ

朗お

さ
ん（
兵
庫
県
西
宮
市
）

角つ
の

折お
り

美み

ゆ

き
由
紀
さ
ん（
神
奈
川
県
藤
沢
市
）

ま
で

【
募
集
条
件
】

※ 

平
成
31
年
４
月
以
降
に
宅
内
工

事
と
合
併
浄
化
槽
工
事
を
同
時

に
施
工
す
る
場
合
が
対
象
。

　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
選
考
方
法
】

　
先
着
順
に
よ
り
入
居
者
を
決
定

し
ま
す
。
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小
規
模
企
業
共
済

制
度

平
成
30
年
度
レ
デ
ィ
ー
ス

再
就
職
セ
ミ
ナ
ー

◎固定資産税（第４期）
◎国民健康保険料（第８期）
◎後期高齢者医療保険料（第８期）
　納期限は２月28日（木）です。

商
工
振
興
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
５
２

女
性
の
た
め
の
再
就
職
応
援
セ
ミ

ナ
ー

　
働
き
た
い
け
ど
ブ
ラ
ン
ク
が

あ
っ
て
何
か
ら
始
め
て
い
い
の
か

分
か
ら
な
い
、
子
育
て
中
で
就
職

し
た
い
が
一
歩
を
踏
み
出
せ
な

い
。
そ
ん
な
女
性
を
応
援
す
る
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】

　
２
月
26
日
㈫
10
時
か
ら
12
時
ま

で【場
所
】

　
労
働
会
館
（
松
江
市
御
手
船
場

町
）

【
定
員
】
30
人

【
講
師
】

　
今い

ま
お
か岡

　
文ふ

み

香か

さ
ん
（
国
家
資
格

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
産

業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

【
申
込
先
】

　
就
職
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
松
江

（
レ
デ
ィ
ー
ス
仕
事
セ
ン
タ
ー
松

江
）
☎
０
８
５
２-

61-

６
１
１
７

※ 

託
児
を
希
望
の
方
は
２
月
18
日

㈪
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

※
参
加
費
無
料
、託
児
無
料
で
す
。

商
工
振
興
課

☎
０
８
５
４-
40-

１
０
５
２

　
個
人
事
業
主
（
共
同
経
営
者
含

む
）・
会
社
等
の
役
員
の
方
が
事

業
を
や
め
ら
れ
る
場
合
な
ど
に
備

え
て
、
あ
ら
か
じ
め
資
金
を
準
備

し
て
お
く
共
済
制
度
で
、「
小
規

模
企
業
の
経
営
者
の
た
め
の
退
職

金
制
度
」
と
い
え
ま
す
。
こ
の
制

度
の
特
徴
は
、
掛
金
が
全
額
所
得

控
除
と
な
り
ま
す
。
独
立
行
政
法

人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
が
運

営
し
、
商
工
会
、
金
融
機
関
の
本

支
店
な
ど
の
窓
口
で
取
り
扱
っ
て

い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

　
☎
０
５
０-

５
５
４
１-

７
１
７
１

「雲南市勤労青少年ホーム」を利用してください！

例年、利用者が集い「ボーリング交流会」や「テーブルマナー教室」を開催し、若者同士の親睦を深め、
楽しく学びながら仲間の輪を広げる活動をしています。皆さんの参加をお待ちしています！

12月 8日（土）に勤労青少年ホーム利用者の皆さんが、特別養護老人ホームさくら苑（木次町）
で体拭き等に使用する布（ウエス）作りのボランティア活動を行いました。このウエスは、市民

Ｔシャツ等の「綿素材の古着」や「タオル類」を回収しています。回収したものは福祉施設で体

参加してみませんか？

勤労青少年ホーム利用者ボランティア活動実施

古着（綿素材）回収に協力ください！

～木次町にある雲南市勤労青少年ホームについて紹介します～

勤労青少年ホーム／〒699-1332  雲南市木次町木次1012-1
　　　　　　　　　TEL : 0854-42-5211／FAX : 0854-42-2243／E-mail:home@bs.kkm.ne.jp

の皆さんから提供いただいた古着・タオルを体拭き用に切り取ったものです。毎年、勤労青少年ホーム利
用者が施設を訪問し、ウエス作りに協力していますので、古着（綿素材）やタオル回収にご協力ください。

毎年、利用者が施設を訪
問し、ウエス作りに協力
しています。

拭き等に使用する布（ウエス）として利用されます。
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水
道
局
営
業
課

☎
０
８
５
４-

42-

５
３
２
２

　
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
℃
以
下
に

な
る
と
水
道
が
凍
結
し
、
水
が
出

な
く
な
っ
た
り
水
道
管
が
破
裂
す

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
冬
季
間
の

水
道
に
つ
い
て
は
次
の
こ
と
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

☆ 

長
ら
く
留
守
に
さ
れ
る
と
き

は
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の

止
水
栓
を
閉
め
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

冬
季
の
水
道
に
関

す
る
注
意
事
項

☆ 

水
道
管
が
凍
っ
て
し
ま
っ
た

ら
、
タ
オ
ル
や
布
を
あ
て
、
そ

の
上
か
ら
ゆ
っ
く
り
ぬ
る
ま
湯

を
か
け
て
溶
か
し
ま
す
。

☆ 

水
道
管
の
凍
結
等
に
よ
る
破

裂
・
故
障
修
理
は
、
雲
南
市
指

定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
依

頼
し
ま
し
ょ
う
。

☆ 

降
雪
時
に
は
、
検
針
の
た
め
水

道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
付
近
の

除
雪
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

うんなん家庭の日
雲（うん）と遊ぼう!! 南（なん）でも話そう!!

社会教育課　☎0854-40-1073

月2 17月 17 日日

毎月第３
日曜日は
毎月第３
日曜日は

2

商
工
振
興
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
５
２

　
現
在
島
根
県
で
は
、
県
内
の
専

門
学
校
等
に
入
学
し
て
、
２
年
間

一
般
学
生
と
同
じ
ク
ラ
ス
で
学

び
、
国
家
資
格
等
を
取
得
し
て
正

社
員
就
職
を
め
ざ
す
公
共
職
業
訓

練
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
入
学
金
、
授
業
料
は
無
料
（
教

科
書
代
な
ど
の
個
人
負
担
あ
り
）

で
、
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
は
、

在
学
中
は
雇
用
保
険
が
受
給
可
能

で
す
。
ま
た
、
受
給
資
格
の
な
い

方
で
も
要
件
を
満
た
せ
ば
他
の
給

付
金
が
受
給
可
能
で
す
。

　
入
学
に
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
の

手
続
き
等
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

つ
か
も
う
資
格
！

め
ざ
せ
正
社
員
！

で
、
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

早
め
に
相
談
く
だ
さ
い
。

【
募
集
訓
練
コ
ー
ス
】

　
介
護
福
祉
士
、
保
育
士
、
自
動

車
整
備
士
、
理
容
・
美
容
師
、
Ｉ

Ｔ
技
術
者
養
成
コ
ー
ス
な
ど
計
19

コ
ー
ス

【
対
象
者
】

　
休
職
中
ま
た
は
非
正
規
雇
用
の

方
等
で
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
休
職

申
込
中
の
方

【
入
校
検
定
日
】

　
３
月
11
日
か
ら
18
日
の
間
で
別

途
指
定
す
る
日

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
島
根
県
雇
用
政
策
課

　
☎
０
８
５
２-

22-

５
３
０
４

歩行型除雪機の使い方の確認を！

◦歩行型除雪機を使用中の事故情報が寄せられており、全国では死
　亡事故も発生しています。
◦作業前に取扱説明書をよく読み、除雪機の正しい使い方を理解し
　ましょう。
◦安全装置は、作動するか必ず確認し、安全装置が正しく作動しな
　い状態では絶対に使用してはいけません。
◦雪詰まりを取り除くときは、エンジンを停止し、鍵を抜き、回転
　部が完全に止まったことを確認してから、雪かき棒を使って雪を
　取り除きましょう。
◦除雪作業中だけでなく、作業後に倉庫などに入れる際など、除雪
　機使用中に転倒すると、ひかれたり巻き込まれたりする危険があ
　ります。特に後退時は足元や周囲に障害物がないことを確認し、
　無理のない速度で使用しましょう。

事例 1

事例２

アドバイス
　除雪機を使用中、投雪口に詰まった雪を取
り除こうとして、右手の中指、薬指および小
指を骨折した。

　除雪機で、緩や
かな下り坂をバッ
クしようとしたと
ころ、足が引っ掛
かって下敷きにな
り、死亡した。
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加
茂
総
合
セ
ン
タ
ー
自
治
振
興
課

☎
０
８
５
４-
49-

８
６
０
１

　
宝
く
じ
の
助
成
金
（
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
）
を
活
用
し
た

「
大
竹
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

タ
ー
」（
木
造
平
屋
建
て
・
延
床

面
積
１
７
２
・
５
㎡
）
が
完
成
し

平
成
30
年
度
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業

ま
し
た
。

　
こ
の
施
設
は
、
大
竹
下
自
治
会

や
そ
の
周
辺
の
地
域
が
主
催
す
る

各
種
会
議
、
研
修
会
、
行
事
等
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
場
と
し
て

利
用
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
自
然
災
害
時
等
の
避
難

所
と
し
て
の
役
割
も
持
つ
施
設
で

あ
り
、
地
域
住
民
の
安
全
安
心
な

生
活
の
確
保
に
も
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

　
今
後
、
こ
の
施
設
の
積
極
的
な

利
用
に
よ
り
地
域
の
連
携
強
化
に

寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
と
は
　

　
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報

を
目
的
に
、
宝
く
じ
の
受
託
事
業

収
入
を
財
源
と
し
て
、
地
域
自
主

組
織
等
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
が

行
う
事
業
や
活
動
に
必
要
な
施
設

や
設
備
の
整
備
等
に
対
し
て
行
う

助
成
事
業
で
す
。

木次線に乗ってみよう♪

【問】木次線利活用推進協議会事務局（うんなん暮らし推進課内）
　 　☎0854-40-1014

シリーズ
⑧

　12月12日（水）、木次線全線開通日を記念し、雲南市と奥出雲町では市職
員・町職員を中心に「木次線応援の日！通勤チャレンジデー」を実施したと

ころ、往復で延べ40人の職員が木次線を利用しました。
　市職員は当日、木次駅 7:58 着または 8:04 着の列車に乗り、木次駅バス停から市民バスに乗車して雲南市役所バス
停で下車し、出勤しました。
　また、この日は、地元食材を使用した「食べて応援！木次線応援弁当」の予約販売も行われ、合計446個の注文があ

り、おいしいお弁当も堪能し
ました。
　通勤にも、ぜひ便利な木次
線を利用ください。

※�木次線応援弁当は注文予約
が可能ですので、希望の場
合は各取扱店に問い合わせ
ください。

パスタ フェリーチェ（三刀屋町）
☎ 0854-45-5820

◆
さくらの里きすき（木次町）

☎ 0854-40-0540
◆

&CAFE 華羅（木次町）
☎ 0854-42-5887

◆
ふじみつ（木次町）
☎ 0854-42-0356
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人
権
を
考
え
る
シ
リ
ー
ズ  

⑥

今
回
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
人
権
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
問
】人
権
セ
ン
タ
ー
　
☎
０
８
５
４-

42-

１
７
６
７

１
、
悲
し
く
、
や
り
き
れ
な
い
事
件

　
平
成
28
年
７
月
、
神
奈
川
県
相
模
原
市
の
「
津
久
井
や
ま
ゆ

り
園
」（
知
的
障
が
い
者
施
設
）
で
元
職
員
の
男
性
が
入
所
者

19
人
を
殺
害
し
、
27
人
に
重
軽
傷
を
負
わ
せ
る
と
い
う
凄せ

い
さ
ん惨
な

事
件
を
起
こ
し
ま
し
た
。

　
事
件
を
起
こ
し
た
元
職
員
は
、「
施
設
に
い
る
知
的
障
が
い

の
人
た
ち
は
社
会
に
い
て
も
役
に
立
た
ず
、
社
会
に
迷
惑
を
掛

け
る
ば
か
り
だ
。
む
し
ろ
、
抹
殺
し
て
し
ま
っ
た
方
が
世
の
た

め
に
な
る
」
と
い
っ
た
意
味
の
こ
と
を
述
べ
た
そ
う
で
す
。

　
人
の
生
き
る
権
利
を
無
視
し
、
人
間
の
尊
厳
を
否
定
し
た
、

何
と
自
分
勝
手
で
無
謀
な
考
え
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
凄
惨
さ
が
強
調
さ
れ
る
あ
ま
り
特

異
な
事
件
と
し
て
捉
え
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
本
当
に
そ
う
な
の

か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
少
し
古
い
話
で
す
が
、
昭
和
63
年
８
月
14
日
の
朝
日
新
聞
に

「
入
場
者
50
万
人
目
の
記
念
品
、
障
が
い
児
パ
ス
」
と
い
う
見

出
し
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
富
山
県
内
の
市
営
プ
ー
ル
で
入
場
50
万
人
目
の
人
が
知
的
障

が
い
の
子
ど
も
だ
っ
た
の
で
、関
係
者
が
パ
ス
さ
せ
て
次
の
人
、

つ
ま
り
50
万
１
人
目
の
人
に
記
念
品
を
渡
し
た
と
い
う
記
事
で

す
。

　
プ
ー
ル
の
責
任
者
は
、
後
に
「
イ
ベ
ン
ト
の
趣
旨
が
分
か
る

人
に
渡
し
た
か
っ
た
」
と
述
べ
た
よ
う
で
、
こ
こ
に
、
知
的
障

が
い
の
人
を
「
趣
旨
が
理
解
で
き
な
い
」
と
し
て
排
除
す
る
意

識
が
見
て
取
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
障
が
い
の
あ
る
人
を
別

扱
い
に
し
て
排
除
す
る
意
識
は
、
日
本
人
が
長
い
歴
史
の
中
で

無
意
識
に
積
み
重
ね
て
き
た
偏
見
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

　
津
久
井
や
ま
ゆ
り
園
の
事
件
も
、
こ
の
富
山
県
で
の
出
来
事

も
、
内
容
や
様
相
は
違
う
も
の
の
「
排
除
の
意
識
」
と
い
う
共

通
の
問
題
を
示
し
て
い
る
の
で
す
。

２
、
障
が
い
の
あ
る
人
と
な
い
人
の
心
を
考
え
る

　
次
の
よ
う
な
話
が
あ
り
ま
す
。

　
あ
る
と
き
、
Ａ
さ
ん
は
白
い
杖
を
持
っ
た
目
の
不
自
由
な
人

が
歩
い
て
い
る
の
を
見
掛
け
、「
ど
ち
ら
へ
行
か
れ
ま
す
か
」

と
尋
ね
ま
し
た
。
杖
を
持
っ
た
人
が
、「
駅
ま
で
行
き
ま
す
」

と
答
え
た
と
こ
ろ
、
Ａ
さ
ん
は
「
私
も
駅
ま
で
行
き
ま
す
の
で

連
れ
て
行
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
」
と
伝
え
ま
し
た
。
こ
れ
に
対

し
、
杖
を
持
っ
た
人
は
「
お
断
り
し
ま
す
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た

そ
う
で
す
。

　
杖
を
持
っ
た
人
に
は
、「
連
れ
て
行
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
」

と
い
う
言
葉
が
、障
が
い
の
な
い
人
の
上
か
ら
目
線
の
同
情
心
、

憐
み
の
心
に
感
じ
ら
れ
、
Ａ
さ
ん
の
申
し
出
を
断
ら
れ
た
と
思

わ
れ
ま
す
。「
私
も
駅
ま
で
行
き
ま
す
の
で
、ご
一
緒
し
ま
し
ょ

う
」
と
い
う
、
対
等
の
意
思
表
示
で
あ
れ
ば
受
け
入
れ
ら
れ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
話
は
、
障
が
い
の
な
い
人
の
意
識
の
中
に
「
心
の
優
位

性
」
や
障
が
い
の
あ
る
人
に
対
す
る
「
同
情
心
」、「
憐
み
の
心
」

と
い
っ
た
上
か
ら
目
線
の
感
覚
が
あ
り
、こ
の
感
覚
や
意
識
が
、

障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
見
下
し
意
識
や
差
別
の
心
に
な
る
と
い

う
教
訓
で
も
あ
り
ま
す
。

３
、「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
に
つ
い
て

　
平
成
28
年
に
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
と
い
う
法
律
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
法
律
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
障
が
い
の
有
無
に

よ
っ
て
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
相
互
に
人
格
と
個
性
を

尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生
す
る
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
法
律
は
、
障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
を
禁
止
し
て
い

ま
す
が
、
例
え
ば
「
障
が
い
が
あ
る
」
と
い
う
理
由
だ
け
で
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
入
れ
な
い
、
ア
パ
ー
ト
に
入
居
で
き
な
い
、

あ
る
い
は
車
椅
子
だ
か
ら
と
い
っ
て
店
に
入
れ
な
い
こ
と
な
ど

は
、「
不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
」
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
法
律
で
は
「
合
理
的
配
慮
を
し
な
い
こ
と
」
が

差
別
に
当
た
る
と
し
て
い
ま
す
。
社
会
に
は
利
用
し
に
く
い
施

設
や
設
備
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
存
在
を
意
識
し
て
い
な
い
慣

行
や
文
化
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
社
会
的
障
壁
は
、
障
が
い

の
あ
る
人
に
と
っ
て
「
差
別
の
壁
」
と
な
り
ま
す
が
、
こ
う
し

た
社
会
的
障
壁
を
取
り
除
く
た
め
に
必
要
な
「
合
理
的
配
慮
」

が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
偏
見
な
ど
も
「
見
え
な
い
障
壁
」
で

す
。
障
が
い
の
「
あ
る
」、「
な
し
」
に
関
わ
ら
ず
、
誰
も
が
暮

ら
し
や
す
い
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
が
、
私
た
ち
み
ん
な
の
課

題
で
す
。
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【創業】平成28年３月29日【従業員数】９人【所在地】雲南市三刀屋町三刀屋
【事業内容】・訪問看護および訪問リハビリテーション等の療養サービス提供
　　　　　 ・看護師、介護士その他の医療・福祉人材の育成および研修
　　　　　 ・地域医療・在宅医療に関する情報の提供、啓発・教育活動、講演会等の企画運営
　　　　　 ・医療、福祉および介護に関するコンサルティング等

株式会社 Community Care
Vol.4

コミュニティ ケア

うんな
ん

うんな
ん

うんな
ん

CompanyCompanyCompany
人口の社会増をめざす雲南市では、転出・転入に最も関わりの深い「仕事」について、市内企業を紹介します。

【問】雲南市ふるさと定住推進協議会事務局（うんなん暮らし推進課内）☎ 0854-40-1014

取材データより抜粋

立ち上げメンバーの一人である安達弓恵さんへインタビュー（取材データより抜粋）

あだち ゆみえ

安達弓恵さん

代表取締役　中
なかざわ
澤ちひろさん

　代表取締役の中澤さんは I ターン。地元が過疎化の進む中山間
地域だったこともあり、中山間地域の医療に関心を持っていたと
のこと。前職の「地域医療研修」中、医療やケアは専門家だけで
はなく、地域みんなで取り組む必要があると感じていたとき、地
域住民やNPO、行政など、専門性の違う他分野のさまざまな人
たちが一緒になってチャレンジする雲南市の取り組みを知ったと
いう。「同じ思いを持つみんなと一緒にチャレンジしてみたい！」
と、幸雲南塾に仲間と共に参加し、訪問看護ステーション立ち上

　「普段の業務は、病や障がいがある人が自宅で暮らせるよう、お家に訪問し看護やリハ
ビリを提供したり、病院から在宅に移る際の支援をしています。また、地域でできるだけ
長く元気で過ごせるように、サロン活動など予防医療に関する取り組みもしています。こ
の仕事の魅力は、人との関係性を築いていくことだと思います。“不安”な思いが“安心”

に変わるよう、時には表情や行動のわずかな変化から気持ちを汲み取りながら、一人ひと
りに寄り添った対応を模索します。“お陰でよく眠れそう”、“次も待っているよ”と言っ
ていただけることがやりがいにつながっています」

蔵書点検による臨時休館

問い合わせ先　木次図書館 ☎ 0854-42-1021 ／大東図書館 ☎ 0854-43-6131 ／加茂図書館 ☎ 0854-49-8739

　市立図書館では、３館で所蔵している約15万冊の資料の状態や並べてい
る場所を確認・整理するため、下記の日程で臨時休館します。
　また、この期間中に書棚や資料の大規模な移動なども行います。ご不便を
お掛けしますが、ご協力よろしくお願いします。

　休館期間中の本の返却は返却ポスト、開館している市立図書館、ラメール・チェリヴァホール・アスパ
ル、三刀屋・吉田・掛合各総合センター窓口にお願いします。

木次図書館　 ２月４日（月）～２月18日（月）
加茂図書館　 ３月４日（月）～３月10日（日）
大東図書館　 ３月４日（月）～３月15日（金）

げに加わった。「地域の医療・福祉に関わっている方々、地域住民さん、企業さん
などいろんな方々にご支援いただき、今では24時間緊急連絡対応体制で、雲南市全域にサービスを提供
しています。子育て世代も増えて、みんなが働きやすい職場作りに力を入れ始めています」
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固定資産税

問い合わせ先　税務課　☎ 0854-40-1034

固定資産税とは・・・
　固定資産税は、毎年１月１日（「賦課期日」といいます。）に、土地、家屋、償却資産（これらを総称
して「固定資産」といいます。）を所有している方がその固定資産の価格を基に算定された税金をその
固定資産の所在する市町村に納める税金です。

固定資産税を納める方（納税義務者）
　固定資産税を納める方は、原則として固定資産の所有者です。具体的には次のとおりです。

　ただし、所有者として登記（登録）されている方が賦課期日前に死亡している場合等には、賦課期日
現在で、その土地、家屋を現に所有している方（相続人等）が納税義務者となります。

「年の途中で土地の売買があった場合は」

「未登記家屋を売買した場合は」

私は平成30年12 月に自己所有地の売買契約を締結し、平成31年1月には買主への所有権移
転登記を済ませました。平成31年度の固定資産税は誰に課税されますか？

法務局の登記簿に登記されていない家屋（未登記家屋）を売買した場合、手続きはどのように
するのですか？

平成31年度の固定資産税は、あなたに課税されます。地方税法の規定により、土地について
は賦課期日（毎年1月 1日）現在、登記簿に所有者として登記されている方に対し当該年度
分の固定資産税を課税することになっているからです。

未登記家屋の所有者を変更したときは、「家屋所有権の申立書」を税務課へ提出してください。
登記してある家屋は、法務局で所有者変更の登記をすると、その内容が市へ通知されますので、
市は所有者が変更になったことがわかりますが、未登記家屋はこの申立書を提出していただか
ないと所有者の変更がわかりません。

土　　地 登記簿または土地補充課税台帳に所有者として登記または登録されている方

家　　屋 登記簿または家屋補充課税台帳に所有者として登記または登録されている方

償却資産 償却資産課税台帳に所有者として登録されている方

よくある質問

Q

Q

A

A

平成31年1月4日より、だんだんタクシー加茂線の本格運行がスタート！

問い合わせ先　うんなん暮らし推進課　☎ 0854-40-1014

　平成30年1月 4日から実証運行していた「だんだんタクシー加茂線」について、本格運行への移行
判断基準を満たし、雲南市地域公共交通協議会で承認されたことから、本格運行を開始しました。
　だんだんタクシーは、市内のほぼ全域で運行していますので、ぜひ登録・利用ください。
　その他、市内にはＪＲ木次線、市民バスなどの公共交通機関があります。市民バスには便利な定期券・
回数券もありますので、併せて利用ください。

【予約先】加茂タクシー
電話（0854）49－7205
受付時間7：00～17：00

■１便　かもてらす発　10:00 発
■２便　Ａコープ発　　12:00 発

○運 行 日：月～金曜日（土・休日は運休）
○利用料金：１乗車 300円

【中心部の乗車ポイント】
・かもてらす　　・加茂総合センター　・清水医院　　・加茂交流センター　　・山本歯科医院
・ＪＲ加茂中駅　・永瀬医院　　　　　・かもマート（ごうぎん）　　・本永瀬医院
・加茂 B&G海洋センター　　・加茂郵便局　　・青木歯科医院　　・Aコープ（JA加茂支店）
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元気なんです　雲南の子
～質のよい睡眠とメディアコントロールで～

問い合わせ先　雲南市養護教諭部会（教育委員会木次中学校）　☎ 0854-42-1411

毎月「うんなん家庭の日」にページング放送で

「はやねらデー」のお知らせをしています !!

これからも“オール雲南”でやっていきます！
　雲南市養護教諭部会では、「元気なんです雲南の子」をキャッチフレーズに、よりよい生活習慣を身に付
ける子どもの育成をめざして取り組みはじめて、４年になります。この度、島根県内の先生方や雲南市・飯
南町の地域の方々に取り組みや成果を発表しました。
　研究は、アンケートを行って子どもや保護者の実態を知るところから始まりました。実態から課題を洗い
出し、各校で睡眠に関する学習をしたり、校区ごとの取り組みを進めたりしてきました。併せて、はやねら

　雲南市は、毎月第３日曜日を「うんなん家庭の日」としています。
　雲南市養護教諭部会では、親しみやすい出雲弁のフレーズを取り入れ
てこの日を“はやねらデー”と名付け、毎月告知放送等で知らせて早く
寝るよう呼びかけをしています。

孫が小学生になり、家で一生懸
命実行しているのを見ると、「意
識すればできるものだな！」と
感じ、家族で協力したいと思っ
ています。
（おじいさんからコメントが届きました）

　雲南市の子どもたちが、メディア接触やメディアでのやり取りを自分でコントロールし、
質のよい睡眠をとることができるようになることを願い、今後も呼びかけていきます。

デーの呼びかけなど、雲南市全体に協力してもらいなが
ら情報発信を行いました。この取り組みで、早く寝る子
が少しずつ増え、設定した目標就寝時刻を意識している
子はメディア時間も少なくなってきているという成果が
見られました。引き続き、雲南市養護教諭部会の活動や
各学校での指導に活かし、地域一体“オール雲南”で取
り組んでいく予定です。

感謝の手紙
日本一短い

vol. 82 雲南市青少年健全育成協議会（教育委員会社会教育課）
☎0854-40-1073

今月は大東町の方の感謝の手紙です。

　
　お
ね
え
ち
ゃ
ん
へ

ぼ
く
が
落
ち
込
ん
で
い
る
時
に
、
遊
ん
だ
り
し
て
楽
し
く

さ
せ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

　
　お
母
さ
ん
へ

私
が
い
つ
も
悩
み
ご
と
が
あ
っ
て
も
じ
も
じ
し
て
い
た

ら
、相
談
に
の
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。と
て
も
助
か
っ

て
い
ま
す
。

　
　娘
へ

大
き
く
な
る
に
つ
れ
て
悩
み
も
出
て
き
ま
す
が
、
少
し
で

も
気
持
が
楽
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。あ
な
た
の
味
方
だ
よ
。

　
　お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
へ

め
ん
ど
く
さ
が
り
だ
け
ど
こ
こ
ま
で
育
て
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
。
高
校
生
に
な
れ
る
か
わ
か
ん
な
い
け
ど
が
ん
ば

り
ま
す
。

　
　娘
へ

三
番
目
に
生
ま
れ
て
き
た
あ
な
た
は
、
と
っ
て
も
か
わ
い

く
て
し
か
た
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し

く
ね
。

　
　お
母
さ
ん
へ

い
つ
も
あ
り
が
と
う
。
本
音
を
言
う
と
、
夜
勤
の
時
少
し

さ
び
し
い
で
す
。
で
も
一
緒
に
い
る
時
は
楽
し
い
し
、
幸

せ
で
す
。

　
　娘
へ

夜
勤
の
と
き
は
寂
し
い
思
い
を
さ
せ
て
ご
め
ん
ね
。
そ
の

分
、
一
緒
に
い
る
時
は
た
く
さ
ん
話
そ
う
ね
。
あ
な
た
が

大
す
き
。

　
　お
に
い
ち
ゃ
ん
へ

や
す
み
の
日
に
チ
ャ
ー
ハ
ン
を
つ
く
っ
て
く
れ
て
あ
り
が

と
う
。
お
に
い
ち
ゃ
ん
は
チ
ャ
ー
ハ
ン
を
つ
く
る
の
が

じ
ょ
う
ず
だ
ね
。
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市立図書室の利用案内
三刀屋図書室　“うちらの本箱”（永井隆記念館内）
　建替え工事のため長期休館中です。
　電　　話：0854－40－1073（社会教育課）
　本の返却は三刀屋総合センター窓口へお願いします。
　おはなし会：三刀屋交流センター図書室「ひなたぼっこ」２日（土）10:00～
　　　　　　三刀屋子育て支援センター　27日（水）10:00～
　吉田図書室（吉田交流センター内）
　電　　話：0854－74－0219
　開館時間：9:00～17:00
　休 館 日：毎週土・日曜日、祝日

掛合図書センター“陽だまり館”
� （掛合図書センター）
　電　　話：0854－62－0189
　開館時間：9:00～17:00
　休 館 日：毎週日・月曜日、祝日

木次図書館�　☎0854-42-1021　開館時間：10:00～18:00
 ２月の休館日  

毎週月曜日、図書整理日：28日(木)
臨時休館：４日（月）～18（月）（蔵書点検のため）

 イベント案内 
☆よみかたりのじかん　毎週木曜日　14:30～
☆はじめの一歩のおはなし会　24日（日）14:00～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
大東図書館�　☎0854-43-6131　開館時間：10:00～18:00
 ２月の休館日  

毎週金曜日、11日(月・祝)、図書整理日：28日(木)
 イベント案内 
　☆こぐまちゃんくらぶ（わらべうた遊びの会　対象：乳幼児と家族の方）
　　会　場：大東図書館多目的室
　　開催日：４日（月）、18日（月）10:30～（30分程度）

＊毎週月曜日午前中（10:00～12:00）は『いいよのじかん』です。
赤ちゃん小さな子どもさん、泣いたり大きな声が出ても大丈夫です。保護者の方も気兼ね
なくゆっくりと図書館を利用ください。皆さんのご理解とご協力をよろしくお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
加茂図書館� ☎0854-49-8739　開館時間：10:00～18:00
 ２月の休館日  

毎週木曜日、11日(月・祝)、図書整理日：１日(金)、３月１日(金)
 イベント案内 
　☆みんなのおはなしを楽しむ会2019　17日（日）10:30～12:00
　　テーマ「何がでるかな？」

“おはなしこんぺいとう”による手遊び・紙芝居（申込不要・入場無料）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
新着の本（抄）市内図書館どこでも借りることができます。貸出中の場合は予約（取

り寄せ含む）ができます。各館へ問い合わせください。

▼田
た

村
むら

陽
よう

至
じ

「捨てないパン屋」▼香
か

山
やま

リカ「大丈夫。人間だからいろいろあって」▼
百
ひゃく

田
た

尚
なお

樹
き

「日本国紀」▼朴
パク

 沙
サ

羅
ラ

「家
チベ

の歴史を書く」▼渡
わた

邉
なべ

 由
ゆう

「ホクロとシミでわか
る内臓不調　すぐに役立つ！」▼本

ほん
庶
じょ

 佑
たすく

「生命科学の未来 がん免疫治療と獲得免疫」
▼若

わか
林
ばやし

 宣
とおる

「日本を動かした50の乗り物 幕末から昭和まで」▼藤
ふじ

井
い

青
せい

銅
どう

「『日本の伝統』
という幻想」▼坂

さか
田
た

阿
あ

希
き

子
こ

「あまくないからおいしいお菓子 ギリギリの甘さで仕上
げる新しいおいしさ。」▼ジャン＝クリストフ・ブリザール「ヒトラー死の真相 ＫＧ
Ｂ機密アーカイブと科学調査」上・下▼江

え
口
ぐち

祐
ゆう

輔
すけ

 編「農作物を守る鳥獣害対策 決定
版 動物の行動から考える」▼ナディア・ムラド「T

ザ
HE L

ラ ス ト
AST G

ガ ー ル
IRL イスラム国に囚わ

れ、闘い続ける女性の物語」▼東
とう

海
かい

友
とも

和
かず

「イオンを創
つく

った女 評伝小
こ

嶋
じま

千
ち

鶴
づ

子
こ

」▼今
こん

野
の

真
しん

二
じ
「ことばでたどる日本の歴史 幕末・明治・大正篇」▼齋

さい
藤
とう

 孝
たかし

「大人の語
ご

彙
い

力
りょく

ノー
ト どんな場でも知的に見られる どっちが正しい？編」▼小

こ
林
ばやし

美
み

智
ち

子
こ

「妻と正しくケ
ンカする方法 その言い方が女をキレさせる」▼内

うち
館
だて

牧
まき

子
こ
「牧子、還暦過ぎてチューボー

に入る」▼瀬
せ

戸
と

内
うち

寂
じゃく

聴
ちょう

「命の限り、笑って生きたい」▼小
お

川
がわ

 糸
いと

「針と糸」▼森
もり

見
み

登
と

美
み

彦
ひこ

「熱帯」▼朝
あさ

井
い

まかて「草
そう

々
そう

不
ふ

一
いつ

」▼すみれ「かみさまは小学５年生」▼筒
つつ

井
い

康
やす

隆
たか
「不良老人の文学論」▼葉

は
室
むろ

 麟
りん
「曙

しょ
光
こう

を旅する」▼ビル・クリントン「大統領失踪」上・
下▼林

はやし
 真

ま
理
り

子
こ
「愉

ゆ
楽
らく

にて」▼内
うち

田
だ

春
しゅん

菊
ぎく

「ダンシング・マザー」▼原
はら

田
だ

マハ「常設展示室」
▼久

く
坂
さか

部
べ

 羊
よう

「介護士Ｋ」▼松
まつ

井
い

今
け

朝
さ

子
こ

「芙
ふ

蓉
よう

の干
た

城
て

」▼天
あま

野
の

純
すみ

希
き

「雑
さい

賀
か

のいくさ姫
ひめ

」
▼北

きた
川
がわ

恵
え

海
み
「星の降る家のローレン」▼石

いし
田
だ

幸
ゆき

弘
ひろ

「がん遺伝子治療のことがわかる本」
▼中

なか
村
むら

敏
とし

樹
き

「多品目少量栽培で成功できる!!小さな農業の稼ぎ方」▼菊
きく

池
ち

雅
まさ

之
ゆき

「自衛
隊の今がわかる本」▼木

き
本
もと

美
み

紀
き

「蒼い空へ 夫・西
さい

城
じょう

秀
ひで

樹
き

との18年」
※育児相談、離乳食教室についてはP26をご覧ください。

園（
所
）開
放
日

大�

東

佐 世 幼 稚 園 14日㈭ 9:30～11:00
海 潮 こ ど も 園 14日㈭ 9:00～11:00
大 東 保 育 園 毎週水曜日 9:00～14:00 試食の予約：前日16:00まで
か も め 保 育 園 ８日㈮、15日㈮
あ お ぞ ら 保 育 園 毎日　試食は金曜のみ 試食の予約：当日9:00まで

加
茂

加 茂 こ ど も 園 22日㈮ 9:30～12:00（要予約:〆切18日㈪）
た ち ば ら 保 育 園 月曜日～金曜日（平日) 10:00～（１時間程度）
み な み か も 保 育 園 月曜日～金曜日（平日) 9:00～12:00 試食の予約：前日16:00まで

木
次木 次 こ ど も 園 土曜日午後・日曜日

（行事があるときは除く） 開放は園庭のみ
三
刀
屋

三 刀 屋 保 育 所 13日㈬ 10:00～（１時間程度)

吉
田

吉 田 保 育 所 21日㈭ 9:00～11:30
田 井 保 育 所 21日㈭ 9:30～11:30

掛
合夢の子園 保育所開放日 20日㈬ 9:00～11:00

給食試食会 20日㈬ 11:00～12:00（要予約：〆切13日㈬）
問い合わせ先 ▶子ども政策課 ☎40-1044

大
　東

教室・相談
大東子育て支援

センター
（あおぞら保育園２階）

子育て相談 ８日㈮、22日㈮ 10:00～16:00

子育てサロン
木馬（おおぎ） 改修工事のため２月、３月はお休みします
よちよち（旧久野幼稚園）  ２日㈯   9:30～11:30
ぽかぽかひろば（幡屋交流センター）  ４日㈪   9:30～11:30
うしお（海潮交流センター）  ８日㈮   9:30～11:30
ぽっぽ（佐世交流センター） 14日㈭   9:30～11:30
地域サークル
大東(木馬) 15日㈮   9:30～11:30
佐世交流センター 21日㈭   9:30～11:30
地域サークル
その他 ふれあい遊び教室 14日㈭   9:30～11:30
問い合わせ先 

▲

大東子育て支援センター（あおぞら保育園） ☎43-9500

加
　茂

支援センター

加茂子育て支援
センター

たんぽぽひろば（豆まき）  １日㈮ 10:00～（１時間程度）
お茶会（10組程度）  ４日㈪ 10:00～（１時間程度）

（※要予約）
たんぽぽひろば（ベビーマッサージ） 13日㈬ 10:00～（１時間程度）
たんぽぽひろば（誕生会）
※２月生まれのお友だちは予約ください 20日㈬ 10:00～（１時間程度）
※行事があっても通常利用できますので利用ください。

教室・相談

加茂子育て支援
センター

もぐもぐ教室（５～６ヵ月児対象離乳食教室）  ７日㈭ 10:00～（※要予約）
もぐもぐ教室（７～８ヵ月児対象離乳食教室） 14日㈭ 10:00～（※要予約）
もぐもぐ教室（９～11ヵ月児対象離乳食教室） 28日㈭ 10:00～（※要予約）
たまごクラブ（妊婦さんサロン） 26日㈫ 10:00～（１時間程度）

（※要予約）
問い合わせ先 

▲

加茂子育て支援センター ☎49-8355

木
　次

支援センター

木次子育て支援
センター

リフレッシュ講座　整体  ４日㈪   9:30～
（※要予約、年齢不問）

節分誕生会  ７日㈭ 10:30～
（※誕生児、一般参加者要予約）

ミュージックケア  ８日㈮ 10:00～
（※要予約、年齢不問）

じんわりあったかお灸時間 12日㈫ 10:00～ (※要予約）
ドレミちゃん♪ 21日㈭ 10:30～ (※要予約）
整体セルフケア 25日㈪ 10:00～ (※要予約）
リフレッシュ講座 骨盤矯正

（６ヵ月未満のママ） 28日㈭ 13:30～ (※要予約）

教室・相談
木次子育て支援

センター
助産師さんとお話しよう！

（２～８ヵ月児）  ５日㈫ 10:00～（※要予約）
離乳食教室（５～８ヵ月児） 26日㈫ 10:30～（※要予約）

問い合わせ先 

▲

木次子育て支援センター ☎42-2030

三
刀
屋

支援センター　
三刀屋子育て支援

センター
赤ちゃん広場 15日㈮ 10:00～10:30
あそぼう広場 21日㈭ 10:00～10:30

問い合わせ先 

▲

三刀屋子育て支援センター ☎45-9500

吉 

田
社協子育てサロン（あい♪あいくらぶ）

吉田健康福祉
センター おやつづくり♪ 20日㈬   9:30～11:30

問い合わせ先 

▲

雲南市社会福祉協議会吉田支所 ☎74-0078

掛 

合
支援センター（分室：掛合体育館)

好老センター 節分～豆まき～  １日㈮   9:30～11:00
（※要予約）

フリースペース・リサイクル会 21日㈭   9:00～11:00
分室 お話の日  ８日㈮ 10:30～11:00

問い合わせ先 

▲

掛合子育て支援センター 080-2909-4713

子育て支援センター
 などのスケジュール
子育て支援センター
 などのスケジュール

月２ 図書館だより
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◆育児相談
三刀屋子育て支援センター  ４日㈪

9:30 ～
掛合子育て支援センター  ６日㈬
加茂子育て支援センター 18日㈪
木次子育て支援センター 22日㈮
大東地域交流センター 26日㈫
◆妊婦サロン
大東地域交流センター 26日㈫ 10:00～
◆離乳食教室
加茂健康福祉センター  ５日㈫ 9:30～

◆乳幼児健診

乳児健診
大東・加茂地区の方 加茂健康福祉センター 28日㈭ 13:00～（４ヵ月児）

13:30～（10ヵ月児）

木次・三刀屋・吉田・
掛合地区の方 木次健康福祉センター 14日㈭ 13:00～（４ヵ月児）

13:30～（10ヵ月児）

幼児健診
大東・加茂地区の方 加茂健康福祉センター  ７日㈭ 13:00～（１歳６ヵ月児）

木次・三刀屋・吉田・
掛合地区の方 木次健康福祉センター 20日㈬ 13:00～（３歳児）

◆その他相談
認知症の人と家族の会サロン「色えんぴつ」 雲南保健所  ７日㈭ 10:00 ～ 14:00【問】地域包括支援センター　☎ 40-1043
若者の就労支援事業・フリースペース 三刀屋健康福祉センター  ７日㈭ 14:00 ～ 16:00【問】長寿障がい福祉課　☎ 40-1042
こころの健康＆もの忘れ相談 13日㈬ 13:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9642
就業相談会（移動ナースバンク） ハローワーク雲南 13日㈬ 13:00 ～ 16:00【問】雲南公共職業安定所　☎ 42-0751
雲南サロン「陽だまり」 14日㈭

28日㈭ 10:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9638
難病サロン「ひまわり」 15日㈮ 13:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9638
アルコールによる困りごと相談 18日㈪ 13:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9642
思春期・青年期こころの相談 20日㈬ 13:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9642
はじめての子育て講座「親子の絆教室」 下熊谷交流センター 20日㈬

27日㈬
14:00 ～ 16:00
（要予約）定員20組【問】子ども家庭支援課　☎ 40-1067

交通事故巡回相談 出雲市役所 21日㈭   9:00 ～ 15:00【問】交通事故相談所　☎ 0852-22-5102
オレンジカフェうんなん（認知症カフェ） 大東地域交流センター 21日㈭ 10:00 ～ 11:45

参加料　300円【問】地域包括支援センター　☎ 40-1043

２月の健診・教室など　� 【問】健康推進課　☎40-1045

◆結婚を希望する独身男女のための結婚相談
結婚相談サロン 雲南市役所 3F 相談室 ６、13、20、27日㈬ 10:00 ～ 15:00

Aコープきすき店2F 23日㈯ 10:00 ～ 13:00

　【問】うんなん暮らし推進課　☎40-1014

※内容、場所、日時の順に記載。
　市外局番は記載のないものは
　いずれも 0854 です。 

◆断酒会
加茂健康福祉センター  ４日㈪ 18:30～20:30
吉田ふるさとセンター  ７日㈭

19:00～21:00大東地域交流センター 12日㈫
下熊谷交流センター 18日㈪
掛合まめなかセンター 20日㈬

町名 実施日 時　間 会　場　名

大
東
町

13日㈬ 10:00～11:30 ＪＡしまね大東支店
Ａコープだいとう店

15:30～17:00 雲南市立病院
木
次
町

25日㈪   9:30～11:30
13:00～17:00 雲南市役所本庁舎

献血�【問】市民生活課　☎ 40-1031

◆おんせんキャンパスの活動や子育ての悩み、心配ごとについての相談会

個別相談会 雲南市役所
２Ｆ会議室 23日㈯

①   9:00 ～　　② 10:00 ～
③ 11:00 ～　　④ 12:00 ～
　(要予約・一人45分間)

【問】教育支援センター　☎48-0007

健康づくりいきいき体操教室
サブテーマ「膝・腰痛」

 と　き 	２月28日、３月７日、14日、28日（木）
	 10:00～11:00
 ところ 	 サンワーク木次（多目的ルーム）
 講　師 	 栗

くり

	玲
れい

子
こ

さん（ヘルスケアトレーナー）
 内　容 	 リズム体操やストレッチなど、無理なく

できる体操教室。楽しく体を動かします。
 料　金 	 ４回2,600円、１回毎800円
 持ち物 	 バスタオル、運動靴、飲み物
	 【問】サンワーク木次　☎0854-42-9090

第30回	島根県スポーツ・レクリエーション祭“スポレク広場”
総合型地域スポーツクラブみとやスポーツクラブ

「スポーツフェスティバル」	
 と　き 	２月24日（日）13:30～16:00
 ところ 	 三刀屋文化体育館アスパル
 種　目 	 スポーツ吹矢、公式わなげ	など
 参加料 	 100円（保険料）※当日持参ください
	 〔みとやスポーツクラブ会員無料、障がい者は半額〕

　　　　　　【問】みとやスポーツクラブ事務局
 （アスパル内）☎0854-45-9222

27 市報うんなん

市では、新たな収入確保対策として、有料広告を掲載しています。掲載されている広告の内容などへの問い合わせは、直接広告主へお願いします。
このページへの広告掲載希望の方は、広告代理店 株式会社ホープ（☎092-716-1401）へ問い合わせください。なお、広告内容は市が推奨するものではありません。

広 告 枠

広 告 枠

広 告 枠

広 告 枠
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人　口･･ 38,479人（－84人）

世帯数･･ 13,786世帯（－36世帯）
平成 31 年 1 月 1 日現在（先月比）

女　性･･ 19,922人（－80人）

男　性･･ 18,557人（－4人）

I N F O R M A T I O N

この印刷物は環境に
配慮し、大豆油にか
わり米ぬか油を使用
したライスインキで
印刷しています。

第14回 雲南神楽フェスティバル 
 と　き  ２月24日（日）9:30開場 10:00開演
 ところ  木次経済文化会館チェリヴァホール
 入場料  一般前売り券1,000円（当日券1,300円）（全

席自由・税込）、高校生以下無料、障がい
者割引100円（本人＋介添１人）

　【問】雲南神楽フェスティバル実行委員会事務局
 （観光振興課内）☎0854-40-1054

ラメールミュージカルスクール公演2019 ソング&ダンス

それはジョンのいるところ 
原作・作詞・作曲・演出・音楽：モンデンモモ

ミュージカルスクールに通う子どもたち（幼児～高校
生）約50人が出演する、創作ミュージカル公演！
物語の舞台はニューヨーク！生演奏とともにお届けす
る、ソング＆ダンス形式の華やかなステージをどうぞ
お楽しみに！
 と　き  ３月２日（土）15:30開場 16:00開演
 ３月３日（日）13:30開場 14:00開演
 ところ  加茂文化ホールラメール
 入場料  【１階／指定席】一般1,000円、
 　　　　　　　 高校生以下500円
 【２階／自由席】前売500円、当日800円
 【問】ラメール　☎0854-49-8500

トレーニングルーム「冬の体力測定会」
 と　き  ２月８日（金）10:00～16:00
 ところ  サンワーク木次（トレーニングルーム）

 利用料  トレーニングルーム利用料250円
 内　容  ５種目の測定で体力レベルが分かります
 所要時間  約30分

 【問】サンワーク木次　☎0854-42-9090

古代鉄歌謡館神楽の夕べ 
出演：南加茂貴船神楽社中

 と　き  ２月９日（土）19:30開場 20:00開演
 ところ  古代鉄歌謡館
 入場料  高校生以上500円、小中学生200円

 【問】古代鉄歌謡館　☎0854-43-6568

第９回 神話の杜芸能祭 
出演：大東町文化協会

 と　き  ２月24日（日）12:30開場 13:00開演
 ところ  古代鉄歌謡館
 入場料  一般500円、高校生以下無料

 【問】古代鉄歌謡館　☎0854-43-6568

弥生ブロンズネットワーク 第４回リレー講座 
【第１講】３月３日（日）

「出雲大社周辺を歩く－絵図とともに－」
講師：岡

おか

 宏
こう

三
ぞう

（古代出雲歴史博物館）

集合場所：古代出雲歴史博物館 講義室

【第２講】３月10日（日）
「荒神谷遺跡を歩く－弥生の景観にふれる－」

講師：柏
かしわ

谷
や

実
み

加
か

（荒神谷博物館）

集合場所：荒神谷博物館

【第３講】３月17日（日）
「加茂岩倉遺跡を歩く－銅鐸埋納地と磐座－」

講師：高
たか

橋
はし

誠
せい

二
じ

（雲南市教育委員会文化財課）

集合場所：加茂岩倉遺跡ガイダンス

【第４講】３月24日（日）
「西谷墳墓群を歩く－探検 出雲の王墓－」

講師：三
み

原
はら

一
かず

将
ゆき

（出雲市市民文化部文化財課）

集合場所：出雲弥生の森博物館

【各講共通】
 時　間  10:00～12:00
 定　員  各講座30人（先着順）

 参加費  無料
★野外を散策できる服装・履物で参加ください。
★天候により屋内の講座に変更する場合があります。

【申込方法】受付開始日（２月１日）から各開催
日の前日までに電話、FAX、インターネットのい
ずれかで古代出雲歴史博物館へ申し込みください

（※当日申込不可）。
TEL:0853-53-8600／ FAX:0853-53-5350／
ホームページ:https://www.izm.ed.jp
 【問】文化財課　☎0854-40-1104


